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h
ニ
ュ
ー
ス
は
内
幸

町
か
ら

」
が
実
る

当

ク
ラ
ブ

の
今
年

の
ビ

ッ
グ
イ

ベ
ン
ト

は
、

5
年
半

ぶ
り
の
自
民
党

総
裁
選
候
補

討
論

会

(9
月
11
日
)

で
し
た
。
安
倍
晋

一一、氏
優
位

の
中
で
消
化
試
合

と
椰
楡

さ
れ

た
総

裁
選

で
し
た
が
、
討
論

会
は
企
画
委

員
各

位

の
努

力

で
安
倍
、
谷

垣
、
麻
生
3

候
補

の
人
柄

や
政
策
を
浮
き

彫
り

に
す
る

こ
と

が

で
き
ま
し
た
。
参
加

者
数
は
3
1

5
人
と
今
年

の
ト

ッ
プ

で
し
た
。

福

井
俊
彦

日
銀
総
裁

の
昼
食
会

(6
月

20
日
)
も

、
村
上

フ
ァ
ン
ド

へ
の
巨
額
出

資
問
題

の
渦
中

で
行
わ
れ

た
た
め

に
2
5

8
人

が

出

席

(ベ

ス
ト

2
)
。

小
生
は
企

画
委

員

長

と

し

て
司
会

を

務

め
ま
し
た

が
、
冒

頭

で

「
総
裁
に
と

っ
て
は
最
悪
の

タ
イ

ミ

ン
グ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
当
ク

ラ
ブ

に
は
最
高

の
タ
イ

ミ

ン
グ

に
な
り
ま

し
た
」
と

挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

裏
話
を

披
露

し
ま
す
と
、

昼
食
を
と

っ
て

企
画
委
員
長

宇
治

敏

彦

い
る
問
に
福
井

総
裁

か

ら

一
つ
の
こ

.卜
間

が

あ
り
ま
し
た

。

日
銀
事
務
当
局
は
金

融

政
策
を
し
ゃ
べ

っ
た
あ

と
村
上
フ

ァ
ン
ド

問

題
の
釈
明
を

す

る
手

順
を
想
定
し

て

い

る

が
、
「
そ
れ

で

い

い
で
し

ょ
う
か

」

と

い
う

お
尋
ね

で
し

た
。

「
そ
れ
は
逆

に

な

さ

る
べ
き

で
す

。

こ

こ
に
集
ま

っ
て

い
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

た

ち

は
何
よ
り
も

総
裁

の
村
上

フ
ァ
ン
ド
投

資

へ
の
釈
明
を

聞
き

た

い
の
で
冒
頭

に
釈

明

を
な
さ

っ
て
く
だ

さ

い
」
と
申
し

上
げ

ま

し
た
。
幸

い
総

裁
も

小
生
の
提
案

を
受

け

入
れ
て
く
だ

さ

り
、

そ
の
よ
う

に
運

ん

だ

の
で
す
が
、

そ

れ

で
よ
か

っ
た
と

思

い

ま

す
。
日
銀
事

務
当

局

の
筋
書
き
通

り

に

講

演
し
て
い
た

ら

、
福

井
総
裁

へ
の
失

望

感

は
も

っ
と
大

き

な
も

の
に
な

っ
て

い
た

に
違

い
あ
り
ま

せ

ん
。

6
月
に
町

田
顕

最

高
裁
長
官

(当

時

)

⑰

一
〇

〇

1
0
0

一

一

東

京

都

千

代

田
区

内

幸

町

ニ

ノ

ニ

ノ

.

日

本

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

ビ

ル

◎

社

団

法

人

日

本

記

者

ク

ラ
ブ

鐸
臼

 ＼
＼
≦
≦
箋
し
コ
O
o
b
ユ

ロクラブにとっては「最高のタイミング」だった福井 日銀総裁昼

食会 右から司会の宇治委員長と左端は小孫企画委員(6.20)

 

に
登
板

い
た
だ
い
た
の
も
特
記
す
べ
き
こ

と
で
す
。

こ
れ
で
ク
ラ
ブ
創
設
以
来
の
懸

案
だ

っ
た
三
権
の
長
の
会
見
が
実
現
し
ま

し
た
が
、
滝
鼻
理
事
長
が
直
接
最
高
裁
で

町
田
長
官
に
お
願
い
し
た
結
果
で
す
。
同

理
事
長
の

「
ニ
ュ
ー
ス
は
内
幸
町
の
口
本

記
者
ク
ラ
ブ
か
ら
」
と
い
う
目
標
が
実
っ

た

一
例
で
す
。

5
月
の
総
会
記
念
講
演

に
お
招
き
し
た

藤

原
正
彦
氏

(
『国
家

の
品
格
』
の
著
者

)

の
話
も
刺
激
的

で
し
た
。
低
下
し
た

日
本

人

の
知
的
水
準
を

回
復
す

る
に
は

「
1
に

も

2
に
も
国
語
」
と

い
う
講
演
に
刺
激

さ

れ
、
企
画
委
員
会

で

は
日
本
語

の
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
山

口

仲

美
埼
玉

大

教

授

の

「
口
本

語

の
歴

史

」
、
石
川
忠

久

漢
字

文

化
振
興
会

専
務

理
事

の

「
漢
字
文

化

の
現
状
と
今

後
」

な

ど

が
好
評
を
博
し

ま

し
た
。
秋

の
新
聞
大

会

で
も
活
字
文
化

振

興

へ
の
当

ク
ラ
ブ
の

試

み
を
紹
介
し
ま

し

た
。

各

国
首
脳
の
招

聴
も

エ
ン

フ
ボ

ル
ド

・

モ

ン
ゴ
ル
首
相

(
3
月

)
、
バ

ロ
ー
ゾ

E

U
委

員
長

(4
月

)
、

ア
ナ

ン
国
連

事

務

総

長

(5
月
)
、

カ

ル
ザ

イ

・
ア

フ
ガ

ニ

ス
タ

ン
大
統
領

(
7
月

)
、
ズ

ン

・
ベ
ト

ナ

ム
首
相

(10
月

)

な
ど
を
実
現
し

、
ナ

シ

ョ
ナ
ル
プ
レ
ス

ク

ラ
ブ
の
役
割
を

果
た

せ
た
の
で
は
な

い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

恒

例
の
予
想

ア

ン
ケ
ー
ト
は
設
問

が
厳

し

か

っ
た

(的
確

だ

っ
た
?
)

こ
と
も

あ

り
満
点

回
答
は
ゼ

ロ
。

特
に
サ

ッ
カ
ー
W

杯

の
イ
タ
リ
ア
を

当

て
た
人
は
わ
ず

か
3

%
。
安
倍
氏
優
位

の
総
裁
選
も
正
答
率

は

56

・
7
%
で
し
た
。

そ

の
意
味

で
は
会

員

各
位

の
ジ
ャ
ー
ナ

リ

ス
ト
と
し
て
の

「
予

知
能
力

」
が
厳
し
く

問
わ
れ
た

1
年

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

(中

日
新
聞
社

専

務

取
締
役
東

京
本

社

11
東
京
新
聞

11
代

表
)

(1)
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■

川
名

紀
美

(朝
日
新
聞
論
説
副
主
幹
)

①
格
差
社
会

何
が
問
題
な
の
か

橘
木
俊
詔

(岩
波
新
書
)

②
私
、
バ
リ
バ
リ

の
認
知
症
で
す

太
田
正
博
ほ
か
(ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
)

③
夢
見

つ
つ
深
く
植
え
よ

メ
イ

・
サ
ー
ト

ン

(み
す
ず
書
房
)

■

青
野

由
利(毎

日
新
聞
論
説
委
員
)

①
バ
イ
オ
ポ

リ

テ
ィ
ク
ス

人
体
を

管
理
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と

か

米
本
昌
平

乖

公
新
書
)

②

日
本
を
襲

っ
た

ス
ペ
イ
ン

・
イ

ン

フ
ル
エ
ン
ザ

人
類
と
ウ
イ

ル
ス

の
第

一
次
世

界
戦
争

速
水
融

(藤
原
書
店
)

③
ビ

ッ
グ
バ
ン
宇

宙
論

サ
イ
モ
ン

・
シ
ン

(新
潮
社
)

2006

私 のお薦めの本

③ 冊
「
格

差

が

あ

る

の
は

悪

い

こ
と

で

は

な

い
」
、

小

泉

前

首

相

は

言

っ
た
。

い
ま

や

、

「
格

差

は

見

せ

か

け

」
と

「茜

い
く

る

め

る

の
が

不

可

能

な

ほ

ど

に
、

貧

し

い

一
人

暮

ら

し

の
高

齢

者

や

若

者

が
増

え

て

い
る

。

著

者

が

提

示

す

る
処

方

箋

が

考

え

る
手

が

か

り

を

く

れ

た

。

病

ん

で
も

傷

つ

い

て
も

、

入

は

生

き

て

い
く

、、
偶

然

の
場

所

に

励

ま

さ

れ
、

か

か

わ

っ
た

人

々

に

支

え

ら

れ
な

が

ら

。

老

い
て

い
く

自

分

か

ら

目

を

そ

ら

さ
ず

、

孤

独

と

向

き

合

っ
た

と

き

、

一
条

の

光

が

さ
し

て
く

る

.

E
S
細
胞
ね

つ
造

、
代
理
出
巌
、
病
気
腎
移
殖

な
ど
、
生
命
科
学
を

め
ぐ
る
事
件
は
後
を
絶
た
な

い
。
①
は

「人
体
利
用
」
を
考
え
る
際

の
指
標
を

与
え
る
。新
型

「イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
気
に
か
か
る
、

i
g
1
8
年

に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
し
た
当
時

の
目
本
の
様
チ
が
②

で
初
め
て
わ
か

っ
た
一
今
年

の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
ビ

ッ
グ
バ
ン
理
論
を
裏

付
け
る
観
測

に
授
与
さ
れ
た
。
一③
は
科
学
者
の
宇

宙

へ
の
情
熱
と
人
間
く
さ
さ
を
描
き
、
天
文
学
の

だ

い
ご
味
を
.再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

年 末恒 例の「推 薦書」企画。

こと しは女性 会員ll人 にこの

1年 で印象に残 った3冊 を選

んでいただ きま した。年末年

始 の読書 の参考 にいかがで し

ょうか。

■

河
野

榑
子(読

売
新
聞
編
集
委
員
)

①

在
日
の
耐
え
ら

れ
な

い
軽
さ

鄭
大
均

(中
公
新
書
)

②

昨
日
の
戦
地

か
ら

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
編
(中
央
公
論
新
社
)

③

外
交
敗
北

重
村
智
計

(講
談
社
)

■

岩
田

三
代

(日
本
経
済
新
聞
牛
活
情
報
部
編
集
委
員
)

①

ニ
ッ
ケ
ル

・
ア
ン
ド

・
ダ
イ
ム
ド

バ
ー
バ
ラ

・
エ
ー
レ
ン
ラ
イ

ク

(東
洋
経
済
新
報
社

)

②

ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ

ラ

ン

ス
社
会

へ

大
沢

真

知

子

〔岩
波
書
店

)

③

西

の
魔
女
が

死

ん

だ

梨

太
・香
歩

薪

潮
文
庫

)

■

千
野

境

子
(産
経
新
聞
論
説
委
員
長
〉

①
朴

正
煕
、
最
後

の

一
日

趙
甲
済

(草
思
杜
)

②
作

家
が
死
ぬ
と
時
代

が
変
わ
る

粕
谷

[
希

(日
本
経
済
新
聞
社
)

③

カ
ン
ガ

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

織
本
知
英
子
編

(連
合
出
版
)

私
小
説
風
に
、
ミ
ク
ロ
の
穴
か
ら
歴
史

の
転
換

点
を
見

つ
め
る
書
物
に
は
、迫
力
が
あ
る
。
①
は
、

従
来
の
枠
組
み
を
越
え
た
韓
国

・
朝
鮮

・
H
本
理

解

の
必
要
性
を

つ
き

つ
け
る
。
個
人
史
と

い
う
痛

み
を
伴
う
作
業
を
通
じ
て
提
示
さ
れ
る
も

の
は
、

重

い
。
②
は
、
戦
争
責
任
な
ど
昨
今
論
議
を
呼
ん

だ
テ
ー

マ
を
含

め
、
現
在
の
口
本

・
ア
ジ
ア
に
と

っ
て
、
示
唆
に
富
む
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時

代

に
北
朝
鮮
問

題
を
担
当
し
て

い
た
こ
と
も
あ

り
、
「外
交
敗
北

」
は

【
気
読
み
し
た
.

女
性
筆
者

の
3
冊
を
あ
げ
て
み
た
.、
①
は
米
国

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
低
賃
金
労
働
を
自
ら
体
験

し

ー
ワ
ー
キ

ン
グ

・
プ
ア
」
の
実
態
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
労
作
.、
②
は
低
賃
金
の
非
.止
社
員
に
な

る
か
長
時
閻
労
働

の
正
社
員
を
選
ぶ
か
を
迫
る
社

会
に
疑
問
を
畢

し
、
新
し
い
生
き
方
を
提
号.[す
る
、

ど
ち
ら
も
足
.兀
か
ら
の
問
題
提
起
だ
.、
③
は
仕
事

が
ら
み
の
本
を
読
み
疲
れ
た
時
に
。
私
は
む
し
ろ

こ
ち
ら
の
読
書

が
主
、
人
と
自
然

の
優
し
さ
が
伝

わ

っ
て
き
て
ほ

っ
と
す
る
、

韓
国
屈
指

の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
朴
正
煕
大
統

領
の
最
後
を
渾
身

の
カ
で
再
現
し
た
.
韓
国
現
代

史
の
深
い
闇
、
屹
立
す
る
朴
正
煕
と
側
近
た
ち
の

興
亡
は
息
を
も

つ
か
せ
な
い
.、
時
代
を
語
る
。
こ

れ
ま
た
名
編
集
者
と
登
場
す
る
言
論
人
の
魅
力
と

で
戦
後
百
論
史
が
活
写
さ
れ
た
.

い
ま

や

「首
相

が
代
わ
る
と
時
代
が
変
わ
る
」
か
。
カ
ン
ガ
は
束

ア
フ
リ
カ
の

一
枚
布
。
豊
か
な
色
彩
と
模
様
に
ス

ワ
ヒ
リ
語
の
語
句

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
.
単

純
に
し
て
深
遠
な
文
言
が
ア
フ
リ
カ
な
ら
で
は
だ
。

〔2)
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■

永

井
多
恵

子

(
N
H
K
副
会
長
〕

①

真

相
グ

レ
ッ
グ

・
ダ
イ

ク

〔N
H
K
出
版
)

②

バ

ー
ス
デ

イ

・
ス

ト

ー

リ
ー
ズ

村
上
春
樹
編
訳

(中
央
公
論
新
社
〉

③

陰

日
向

に
咲
く劇

団

ひ
と

り

(幻
冬
舎
)

何

と

い

っ
て

も

お

も

し

ろ

か

っ
.た

の

は

B

B

C

元

会

長

グ

レ

ッ
グ

・
ダ

イ

ク

の

「
真

相

一、

イ

ラ

ク

戦

争
報

道

を

め

ぐ

る

政

治

権

力

と

の
闘

い
が

、

辛

辣

な

人
物

批

評

を

ま

じ

え

て
語

ら

れ

て

い

る
.

「
バ

ー

ス

デ

イ

」

は

村

ヒ

春

樹

の

感

性

で

選

択

さ

れ

た

13
編

の
誕

生

日

に

ま

つ
わ

る

窺
.編

集

、

「
翻

訳

一
次
嬉

で

原

文

の

リ

ズ

ム
が

こ
れ

ほ

ど

み

ず

み

ず

し

く

伝

わ

る

も

の

か

と

思

う

。

,
陰

11

向

」

は

格

差

祉
会

の
底

辺

に

生

き

る

人

々

の
気

分

を

矧

る

井

、

諸

兄

に

は

ぜ

ひ

お

薦

め

し

た

い
、

■

安

藤

優

子

(
フ
ジ
テ
レ
ビ

・
キ
ャ
ス
タ
ー
)

①

マ
オ

上

下
巻

ユ
ン

・
チ

ア
ン

(講
談
社
)

②

外

交

を
喧

嘩

に
し

た

男

読
売
新

聞
政
治
部

薪

潮
社
)

③

中

原

の
虹

一
巻

浅

田
次
郎

へ溝
談
祉

)

圧

倒

的

な
取

材

力

と

構

成

力

で
毛

沢

東

の
実

像

を

暴

く

ユ

ン

・
チ

ア

ン

の

筆

致

に

容

赦

な

し

の

「
マ
オ

」
当

然

、
議

論

を

呼

ん

で

い
る

が

面

白

さ

で

は

右

に

出

る

も

の

な

し

..小

泉

政

権

終

.焉

で

あ

ま

た

出

版

さ

れ

た

”
小

泉

本

?
..な

か

で

も

小

泉

外

交

の

息

詰

ま

る

緊

張

感

を

満

載

し

た

「
外

交

を

喧

嘩

に

し

た

男
」
、
こ
れ

ま

た

取

材

の
厚

み

を

感

じ

た

そ

し

て

、
一
中

原

の
虹

」
は

、
大
好

き

な

浅

田

次

郎

さ

ん

の

張

作

森

物

語

た

く

み

な

ス

ト

!

リ

i

・
テ

リ

ン

グ

で

も
う

釘

付

け

、早

く

一
.巻

を

読

み

た

い
。

■

井
田

由
美

〔目
本
テ
レ
ビ
解
説
委
員
)

①
遊
覧
日
記武

田
百
合
子

(ち
く
ま
文
庫
)

②

日
本
語
の
歴
史山

口
仲
美

(岩
波
新
書
)

③
戦
場

で
メ
シ
を
食

う

佐
藤
和
孝

(新
潮
新
書
)

童

女

の

よ

う

な

観

察

眼

と

、

老

婆

の

よ

う

な

描

写

力

で
、

街

と

人

問

を

ま

る

ご

と

と

ら

え

た

「
遊

覧

日

記

一
、

日

本

語

と

い
う

、

細

か

い
道

具

の

い

っ
ぱ

い
詰

ま

っ
た

箱

を

、

楽

し

く

あ

ざ

や

か

に
整

理

整

頓

し

た

「
日
本

語

の
歴

史

」

現

地

取

材

と

は

、

冑

袋

も

そ

こ

に

あ

る

と

い
う

こ
と

食

の
話

で
、

戦

火

の
中

の
人

々
を

ぐ

っ
と

私

た

ち

に

01

き

寄

せ

る

「
戦

場

で

メ

シ

を

食

う

」
..
-
・小

さ

な

こ

と

に

着

目

し

て
、

大

き

な

世

界

を

浮

か

び

上

が

ら

せ

て

く

れ

る
本

が

、

私

は

好

き

で
す

.

■

小
宮

悦
子

(テ
レ
ビ
朝
H

・
キ
ャ
ス
タ
ー
)

①
格
差
社
会

何
が
問
題
な
の
か

橘
木
俊
詔

(岩
波
新
書
)

②
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

世
界
が

ふ
る
え

る
日

山
本
太
郎

(岩
波
新
書
)

③

マ
グ

レ
ブ

複
数
文
化

の
ト
ポ

ス

ア
ブ
デ
ル
ケ
ビ
ー
ル

・
パ
テ
ィ
ビ

(青
土
杜
)

本
番
に
向
け
た
資
料

の
山
を
片
づ
け

て
深
夜
、

よ
う
や
く
本
を
千
に
す

る
毎
日

士
と

2
一は
と
も

に

[今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
を
共
有
す

る
た
め
の

良
質
な
ト
引
き
だ
。
「私
た
ち
は
大
き
な
格
差
の

存
在
す
る
世
界
に
生
き

て
い
る
。
そ
れ

で
も

一
人

ひ
と
り
の
命
の
重
さ
に
変
わ
り
は
な

い
」
.
立
ち

向
か
う
方
法
は
、
あ
る
。

こ
の
夏
、
モ
ロ
ッ
コ
を

旅
し
た
、
多
様
な
文
化

の
交
差
点
で
、
人

々
は
ど

う
生
き
て
き
た
か
。
口
本
人

の
想
像
力

を
は
る
か

に
超
え
た
思
索
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
追
体
験
す
る
。

(3)

■

田

丸

美

寿

々

(T

B

S

・
キ

ャ

ス
タ

ー

)

 ①

打
ち
の
め
さ
れ
る
よ
う
な
す
ご
い
本

米
原
万
里

(文
藝
春
秋
)

②

ま
だ
生
き
て
い
る

佐
藤
愛
子

(文
藝
春
秋
)

③

い
ま

こ
こ
に
在

る

こ
と
の
恥

辺
見
庸

(毎
u
新
聞
社
)

怒

り

は

エ
ネ

ル

ギ

ー

で
あ

る
.、
別

の

昌
.口
い
方

を

す

れ

ば

、
怒

る

た

め

に

は

エ
ネ

ル
ギ

ー

が

要

る

,
こ

の

3

冊

の
著

者

た

ち

は

み

な

そ

れ

ぞ

れ

に

今

と

い

う

時

代

に
怒

り

を

抱

え

な

が

ら

、
生

き

る

こ

と

の

恥

を

忘

れ

ず

、
品

性

と

は

何

か

を

熟

知

し

て

い

る
..

読

後

は

ま

ず

爽

快

な

気

持

ち

に

な

り

、

次

に
安

穏

と

生

き

て

い

る

自

分

を

叱

咤

し

て

し

ま

う

。
大

好

き

だ

っ
た

米

原

さ

ん

が

亡

く

な

っ
て

し

ま

わ

れ

た

の

は

本

当

に

悲

し

い
。
彼

女

の
爽

や

か

な

怒

り

と

素

晴

ら

し

い
機

知

に
も

っ
と
触

れ

て

い
た

か

っ
た

。

■

小

谷
真

生

子

(
テ
レ
ビ
東
京

・
キ
ャ
ス
タ
i
>

①

シ

リ

コ
ン
バ

レ
ー
精

神

グ

ー
グ

ル
を

生

む
ビ
ジ

ネ

ス
風

土

梅
田
望
夫

(ち
く
ま
文
庫
V

②

ニ

ュ
ー

ス
キ

ャ
ス
タ

ー

エ
ド

・

マ

ロ

ー
が
報

道

し

た

現

代

史

田
草
川
弘

(中
公
新
書
)

③

.「
7
①
コ
m
>
「
O
m
>
「

ω
飴
コ
鳥
矯
≦
①
三

(一ぐ
餌
「
ロ
Φ
「
口d
=
。D3
0
りゅω
)

「
シ

リ

コ
ン

バ

レ

ー

」

は

「
ウ

ェ

ブ

進

化

論

」

の

I

T

の
未

来

に

つ

い

て

で
な

く

、

I

T

信

奉

者

の

I

T
を

み

つ
め

る

視

点

の
変

遷

が

而

白

い
.、
「
ニ

ュ
ー

ス
キ

ャ

ス
タ

ー

」

は

テ

レ
ビ

を

通

じ

米

の
赤

狩

り

を

糾

弾

し

た

エ
ド

・
マ

ロ
ー

の
信

念

に

、

テ

レ

ビ

報

道

と

は

、

を

考

え

る
.

一謝
は

洋

書

.

金

融

を

事

業

化

し

た

先

駆

的

存

在

(
シ

テ

ィ

ー

グ

ル
ー

プ

前

ト

ッ
プ

)

ワ

イ

ル

氏

の
半

生

を

綴

っ
た

自

叙

伝
。
1

「現
代
を
生
き
る
」
を
考
え

る
時
、
別

の
角
度
か
ら
の
新
味
が
加
わ
る
3
冊
で
す
。
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政
局
の
流
れ
を

つ
く

る
達
人

-

川
島
自
民
党
副
総
裁
に
学

ん
だ
こ
と
ー

「
政
界
は

一
寸

先
、
闇
だ

よ
」

と

政
治

家
や
記
者
た
ち
を
煙

に
ま
き
、
政

界

の
舞

台
回
し
を
し

て

い
た
自
民
党

の
川
島
正
次

郎
副
総
載
を
担
当

し
、
政
治

の
見

方
な
ど

を
学
ぶ
機
会
を
得

た

一
人
で
あ

る
。

当
時

の
政
権

は
戦
後
派
で
官
僚

出
身

の

池
田
勇
人
、
佐
藤

栄
作

の
時
代

で
比
較
的

政
局
が
安
定

し
た
中
、
所
得
倍
増

、
高
度

経
済
成
長
期

に
入

っ
て

い
た
。

そ
し

て
、

1
9
5
5

(
昭
和

30
)
年

の
社
会

党
統

[

と

保
守
合

同

に

よ

る

い
わ

ゆ

る

55
年
体

制
、
そ
れ
に
中
選
挙
区
制

の
も

と
、

政
局

は
自
民
党

が
主

導
権
を
握
り
派

閥
全
盛

時

代

で
あ

っ
た
.

人
間
3
人
集

ま

れ
ば
、
派
閥
が

で
き
る

と
言
わ
れ
る
が
、

人
間
社
会
は

い
つ
の
時

代

で
も
ど
こ
で
も
何

ら
か

の
形

で
派

閥
が

生
ま
れ
、
そ

の
争

い
が
絶
え
な

い
歴

史

で

あ

る
。

こ
の
派

閥

の
功
罪
が
象

徴
的

に
取

り
あ
げ
ら
れ
る

の
が
政
界
で
あ

る
.一

n

民
党

の
歴
史

を

み

る
と
、

こ
れ
ま
で

だ
れ

で
も
政
権

の
座

に

つ
く
と
派
閥
解
消

を
唱
え

た
が
、
こ

れ
は
党

内

の
派
閥

の
力

が
弱
ま

り
、
な
く

な

る

こ
と

が
自
政
権
の

利
益

に

つ
な
が
る

か
ら

で
あ

る
。
だ
が
現

実
は
、
派
閥
は
解

消
さ

れ
ず

、
合
従
連
衡

・

離
合
集
散

を
く
り
返

し

な
が

ら
振
り
f

の

原
理

よ
ろ
し
く
、

つ
ま

り
政
権

の
た
ら

い

同
し
と

も

い
う

べ
き
芸

当

で
長

い
間
、
政

権
を
維

持
し
て
き

た
わ

け

で
あ

る
。
ま
さ

に
自

民
党
は
派
閥

の
力

関
係

に
も
と
つ
く

派
閥

の
連
立
政
権

で
あ

っ
た
。

こ

の
派
閥
の
ほ

か

に
、
当

時
の
白
民
党

は
政

局
運
営
の
対

立
軸

と

し

て
、
戦
前
派

対
戦
後

派
、
党
人

派
対

官
僚
派
、
保
守
本

流
対
保

守
傍
流
、

タ
カ
派
対

ハ
ト
派
、
主

流

派

対

反

主
流

な

ど

の

レ

ッ
テ
ル
を
は

り
、

こ
れ
に
人
間

の
本

性

で
あ
る
嫉
妬
や

妬

み
な
ど
も
加
わ

っ
て
、
激

し

い
政
権
抗

争
を

続
け

て
き
た

の
で
あ

る
。

海
老
沢

勝

二

こ

の
よ
う

に
日

本

の
政
局
を
動

か
し

て

い
る

の
は
厳

然

と

し

て
派

閥

で
あ

る
以

上
、
各
社
と
も

政

治
部
記
者

は
何

ら
か

の

形
で
派
閥

に
関

わ

る
。
私
は
外
務
省

や
首

相
官
邸
も
担
当

す

る
か
た
わ
ら

、
川
島
副

総
裁
を
頭
領
と

す

る
川
島
派

(交

友

ク
ラ

ブ
)
を
中
心

に
中

間
派
を
受
け
持

っ
た
。

カ
ン
と

「読

み
」
-

当
時

の
派

閥

は
池

田
、
佐
藤

、
河
野

、

大
野

の
大
派

閥

ほ

か
、
総
裁
候
補
を
擁

し

な

い
中
小

の
中

間

派

で
成
り
立

っ
て

い

た
.
党
内

ナ

ン
バ

i
2
の
川
島

副
総
裁

は

新
聞
記
者
出
身

で

、
政
友
会
か
ら
昭
和

3

年

に
千
葉

-
区

で

初
当
選
し
た
戦
前
派

の

最
後

の
党
人

政
治

家

で
、
岸
内

閣
時
代

に

幹
專
長
を
、
池

田

、
佐
藤
両
内

閣

で
は
副

総
裁
を

つ
と

め

た

、.
い
つ
も

「
政
局

の
安

定
な
く
し
て
経

済

の
発
展

・
成

長
な
し

」

と

「
政

局

の
安
定
」
を
大
義

名
分
に
か
か

げ
、
党

内

の
対
立
を

で
き

る
だ
け
避
け

、

融
和
と

結
束
を
は
か
ろ
う

と
、
調
整
役
と

し

て

い
わ

ゆ
る

「根

回
し
」

に
飛
び
回

っ

て

い
た
。

「
政

治

は
妥
協

で
あ

る
」

と
緒

方
竹

虎

副
総

理
は
述

べ
、大

野
伴

睦
副
総
裁
は
「
政

治

は
足
し

て
2
で
割
る
も

の
だ
」
と
..日
っ

て

い
た
。

こ
れ
は
長
年

の
経
験

に
も
と
つ

く

お

二
人

の
実
感

で
あ

っ
た

と
思
う
一.
川

島
副

総
裁
も
利
害

が
か
ら

み
対
肱
す
る
意

見
を

聞
き

、
大
局
観
を
も

っ
て
調
整
を
進

め
て

い
た

が
、
判
断

・
決
断

は
速
く
を

モ

ッ
ト

ー
に
し
て

い
た
。

判
断

・
決
断
す
る

に
あ
た

っ
て
は
確
度

の
高

い
良
質

な
情
報
が
多
く

集
ま
ら
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
の
は
当
然

で
あ
り
、
川
島

副
総
裁

の
も
と

に
は
常

に
盟

富
な
情
報

が

入

っ
て

い
た
,

そ
れ
は

川
島

派
が
20
数
名

の
小
派

閥
で
あ

っ
た
も

の

の
、
そ
の
人
柄

や
長

い
政
治
生
活

で
各
界
各

層
に
多
く

の

人
脈
を

築

い
て
お
り
、
他
派

閥
に
も
親

し

い
議

員
や
面
倒
を

み
た
議

員
を
か
か
え

て

い
た

か
ら

で
あ
る
.
政
治
家

の
要
件

の
ひ

と

つ
に
情
報
収
集
能
力

が
欠
か
せ
な

い
こ

と
を
学

ん
だ
次
第

で
あ

る
、

一
方

、
多
く

の
場
合

、
党
内

へ
の
根

回

し
、
調

整
、
人
事

な
ど
重

要
案
件
に

つ
い

て
は
謀

(は
か
り
ご
と

)
は
密
に
、
行

動

は
敏
速

に
行

い
、
私
ど
も

記
者
た
ち

に
知

ら
れ

な

い
よ
う
に
す

る
こ
と

で
あ

っ
た

。

〔4〕
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調
整

の
内
容
や
人
事

が
事
前

に
も
れ
る
と

失
敗

す
る
し
、
ま
と

ま
る
も

の
も
ま
と

ま

ら
な

い
事
態

に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
、

当
時
、
淡
局

〔佐
藤
邸
)
、
大
森

(川

島
邸

〉
に
特
ダ
ネ
な

し
と

い
わ
れ
た
も

の

だ
.
影
響
力

の
大

き

い
最
高
権
力
者
だ

け

に
、

肝
心
な

こ
と
を
直
接
話
法

で
言
う

こ

と

は
な
か

っ
た
が
、
何

と
な
く
そ
れ
と
感

じ
さ

せ
る
も

の
は
あ

っ
た
.

こ

の
た
め
、
そ

の
生
活

や
行
動
パ
タ
ー

ン
、
人
脈
、
話
す
表

情

、
ク
セ
な
ど
を
覚

え

る
な
ど
日
ご
ろ

の
努
力

に
加
え
、
カ

ン

と

「
読

み
」
を
養

う

こ
と

が
大
事
で
あ

つ

た
、
総
論

の
政
治
家

・
川
島
副
総
裁

は
肝

心
な

こ
と

に
な
る
と

「政
界

は

【
寸
先

は

闇
だ

よ
」
と

い
う
格

謡
を
持
ち
出
し
た
。

特

に
権
力
闘
争

の
場

で
あ

る
政
界
で
は

い

つ
何
が
起

こ
る
か
分

か

ら
な

い
、
人
間
も

心

の
奥

底
ま
で
見

通
す

こ
と
は
難
し

い
。

し

た

が

っ
て
物
事

は

最
後

の
土
壇
場

ま

で
、

つ
ま
り
ド
駄
を

は
く
ま

で
、
札

(
ふ

だ

)
を
あ
け
る
ま

で
分
か
ら
な

い
も

の
だ
。

だ
か
ら
、
こ
れ

は
思

い
込
み
や
希
望
的

観

測
、
チ
断
を
持

っ
て
判
断
せ
ず
、
慎
重

に
対
処

し
た
方
が

よ

い
と

い
う
意
味
だ
と

私

は
み

て
い
た
,

幻

の
特
ダ

ネ

.降

格

人

事
”
I
l
⊥
拶

こ

こ
で
幻

の
特

ダ
ネ
を
ひ
と

つ
取
り
あ

げ

て
み
る
。
昭
和

43
年

11
川
、
佐
藤
3
選

後

の
内
閣
改
造

人
事

で
木
村

俊
夫
官

房
長

官
を
格
下
げ
し

て
副
長
官

に
、
後

任

の
新

長
官

に
保
利
茂

建
設
相
を
あ

て
る
と

い
う

ま
さ
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
人
餐

の
こ
と

で
あ
る

、

こ
の
人
事
構

想

は
残
念
な
が

ら
川
島
副

総
裁
か
ら
直
接

と

れ
な
か

っ
た

が
、
毎
晩

の
よ
う

に
通

っ
て

い
た
融
総

裁
側
近

の
藤

枝
泉
介
議
員
か

ら
得
た
も

の
だ
。

昼
問
の

佐
藤

・
川
島
会

談

の
内
容
を

取
材
す

る
こ

と
が

で
き
た

の
だ
。

こ
の
特

ダ

ネ

を

デ
ス
ク

に
あ

げ

た
が

。そ

ん
な
人
事

は
あ
り
得

な

い
”

と
ボ

ツ

に
さ
れ

て
し
ま

っ
た
.
人
事

は
ど

こ
で
も

任
命
権
者

の
専

権
事
項
で
あ
り

、

こ
の
場

含
、
ま
ず
佐

藤

総
理

の
立
場

に
た

っ
て
考

え
る

べ
き

で
あ

っ
た
.

つ
ま
り

、
人
事
取

材
は
思

い
込

み

や
前
例
、
固
{疋
観
念

に
と

ら
わ
れ
な

い
こ

と

で
あ
る
。

こ
れ
も
私

の
第

一
線

の
記
者

時
代

の
こ

と
。
昭
和

47
年

の

「角
福
戦
争

」
と
と
も

に
脳

裏

に

や
き

つ
い
て

い
る
政

権

抗
争

は
、
昭
和

44
年

の
暮

れ
の
総
選

挙

で
自
民

党
が
3
0
0
議

席
を
上
回
る
大

勝
を
し
た

後
の
、
昭
和

45
年

の
佐
藤
4
選

問
題

で
あ

る
。
白
民
党
内

で
は

「
人
心

一
新

の
た
め

引
退
す

べ
き
だ

」
「沖
縄

返

還
を

成

し
遂

げ
た
後

で
よ

い
」
な
ど

の
意
見

が
出

て
い

た
.
こ
う
し
た
中

で
注
日
す

べ
き

こ
と
は
、

佐
藤

3
選

の
際

は
慎
重
に
対
処

し
た
川
島

副
総
裁
が
、
今

回
は
早

い
段
階

か
ら
先
頭

に
立

っ
て
、
佐

藤

4
選

ム
ー
ド
づ

く
り
に

乗
り

出
し
た
こ
と
だ
.」

ま

ず
表
面
上

、
副
総

裁
が
接
触
し
た

の

は
、

原
則
的

に
佐
藤

4
選
反
対
を
表
明
し

て

い
た
、
中
間

派

の
石

井
光
次
郎
.兀
衆
議

院
議

長
で
あ

っ
た
、
真
夏

の
8
月

17
日
、

札
幌

市
に
か

つ
て
北
海
道

開
発
庁
長
官
を

つ
と

め
た
.兀
閣

僚
が
集
ま

っ
た
機
会
を
と

ら
え

て
、
そ
れ
も

同
行
記
者

団
の
前

で
公

開

の
形
で
川
島

・
.右
ヰ
会
談

を
開

い
た
.

達

人

の
最
後

の

大

仕

事

I
1
1
1
漆

こ

の
時

の
模
様
を

百
井

元
議
長
が

「
川

島
正
次
郎
追
想
録
」

の
中

で
詳
し
く
書

い

て

い
る
.
そ

の

↓
部

を
引

用
す

る
と
、
ま

ず
石
井
氏
が
佐

藤

4
選
反
対
論
を
述
べ
た

後

、

「
川
島

#
は

『石

井

君

の
言

う

よ
う

な
人
心

.
新
の
必
要

は
な
く

、
後
継
者

た

ち

は
ま
だ
十
分

に
育

っ
て
お

る
よ
う
に
思

え

ぬ
』

と
、
4
選
支

持

の
意
向
を
は
じ
め

て
発
表
し
た
.

つ
け
加
え
て

『石

井
君
と
僕
は
全
然
違

っ
た

こ
と
を
言

っ
て
お
る
よ
う
だ
が
、

お

亙

い
に
+n
い
政

治
家

だ
か
ら

よ
く
分

か

っ

て
お
り
、
結
局

同
じ

よ
う
な

こ
と
を
曇
口
つ

て
お

る
ん
だ
よ
』

と

私
を
か
え
り
見

て
笑

っ
て

い
た
こ
と

を
思

い
出
す
」
と
、
石
井

氏

は
記
し
て

い
る
。

こ

の
川
島

・
石
井

会
談

は
入
間
の
機
微

を
知

り

つ
く
し

た
川
島

副
総
裁
が
十
分
計

算

し

た
上

で
、
マ

ス

コ
ミ
向

け

に
仕

掛
け

た

.
種

の
政
治

的
演
出
で
あ
り

、政
治
シ
ョ

ー
で
あ

っ
た
.
こ
れ
が
佐
藤

4
選

へ
の
大
き

な
潮
流
を

つ
く

る
き

っ
か
け

に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
川
島
剛
総
裁

が
機
先
を
制

し
て
早
め
、
早
め

に
窃
石
を
打

っ
た

の
は
、

「政
局

の
安

定

の
た

め
」

と

い
う
大
義
名

分
と
政
略
的

に
は
政
権
交
代

の
時
期
を
遅

ら
せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

一
歩

先
ん
じ
て

い
た
福

出
赴
夫

氏

の
動
き
を

鈍
ら
せ
る
と

と
も

に
、

こ

の
間

に
盟
友

の
旧
中
角
栄
氏

の
力
を

蓄
え

さ
せ

て
、
田
中

政
権

へ
の
道

筋
を

つ
く

っ
て
お

こ
う
と

い
う

計
算
と
思

惑
が
あ

っ
た
と

思
う
,

そ
し

て
昭
和

45
年
10
月

29
日

の
党
大
会

で
、
構
想

通
り
佐

藤
総
理
が

対
抗
馬

の
..一

木
武

夫

氏

を

お

さ
え

て
4

選
を

果
た
し

た
。
そ

の
11

日
後
、
.老

人

パ

ワ
ー
は
挑

戦
す
る
」
と
外
交

課
題

に
も
意

欲
的
に
取

り
組

ん
で
き
た

川
島
副
総
裁

は
、
佐
藤
内

閣
が
7
年

目

に
入

っ
た

11
月

9
目

の
朝
、

80
歳
、
生

涯
現
役

で
長

い
政
治
生
活
を
閉

じ
ら
れ

た
。

私

の
10
月

29
日
付
の
メ
モ
帳

に
川
島
副

総
裁

の
最

後

の
言
葉
と
し
て

「
こ
れ
で
僕

の
仕
事

は
終

わ

っ
た
」
と
書

い
て
あ

っ
た
。

え

び

さ

わ

・
か

つ
じ
会

員

1

9

3

4
年

生

ま

れ

57
年

N

H

K
人

局

政

治

部
長

報

道

局

長

副

会

長

会

長

A

B

し

(
ア
ジ

ア

・
太

平

洋

放
送

連

合

)
会

長

現

在

読

売

新

聞

調
査

研
究

本

部

顧

問

横

綱
蕃

議

委

貝

会

委

員
反

代

行

杏

林

大
学

客
員

教

授

な

ど

〔51
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〈
暦
ナ
ビ

〉
セ
ン
タ

ー

総
勢
7
人

業
界
唯

一
の
職
場
で
す

こ
の
原

稿
を
書
く

よ
う
依
頼

の
電
話
を

も

ら

っ
た

の
は

「
ニ
ュ
ー
ス
予
定

2
0

0
7
年
版

」
と

い
う
本
作
り

で
最

終
稿
を

出

し
た
そ

の
当

日
だ

っ
た
。

ヤ

マ
場

を
越

え
て
気

分
が

「
ハ
イ
」
に
な

っ
て

い
た
せ

い
だ
ろ
う

、
ほ
と
ん
ど
何
も
考

え
ず

に
引

き
受
け
て
し
ま

っ
た
.、
受
話
器
を
置

い
て
、

こ
の
ぺ
ー
ジ
が

第

一
線
記
者

の
ビ

ビ

ッ
ド

な
現
場

報
告

の
場

だ

っ
た
、
と

思

い
至

っ

た
が
後

の
祭
り

、
ま
る
で
地
味

な
わ
が
職

場
の
話
な
ど

な
じ

む
の
だ
ろ
う

か
、
と
後

悔
し

つ
つ

「本

の
宣
伝

に
な

る

か
も
…
」

と
い
う
不
純
な
気
持
ち
で
書

い
て

い
る
。

腫
1
年
間

の
予
定
が

一
目
瞭
然

恐
ら
く
同
業

で
、
私
と
同
じ
肩
書

の
方

は
お
ら
れ
な

い
だ

ろ
う
。
職
場

は

「f
定

セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
、
最
近
定
年
を
迎
え
、

業
務
委

託

に
な

っ
た
O
B
を
含

め
総
勢

7

人
。
平
均
年

齢

は
極
め
て
高

い
.
仕
事

の

中
心
に
あ

る
の
は

「暦
ナ
ビ
」

(商
標
登
録

済
み
)
と
名

付

け
た
予
定

デ
ー

タ
ベ
ー
ス

の
シ
ス
テ
ム
だ
.一
全
社
的
に
各

種
予
定
を

▼
小
林

善
太

(共
同
通
信
社
)

一
.兀
管

理
す
る

日
的

で
2
0
0
2
年
8
月

に
運
用
を

開
始

し
た
。

記
者

か
ら
デ

ス
ク
ま

で
全

員
が
ア
ク
セ

ス
し

て
情
報
を

共
有

す

る
こ
と
が
可
能
な

画

期

的
な
シ
ス

テ
ム
。
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
株
式
会
社

共

同

の
商
品
な
ど
展
開

は

多
.岐

に
わ
た
る
.
も

ち

ろ
ん
、
主
た
る
目

的

は
加
盟
社

・契

約
社

へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

こ
の

デ
ー
タ
を

.電
文

に
変

換
し
て
日

(主

と

し

て
放
送
局

用
)、
週

二

覧
表
と
.電
文
)
、

月

(電
文
)、
年

(本

)
と
各
単
位
の
情
報

を

さ
ま
ざ
ま
な

形

で
配

信
す
る
の
が
わ
れ

わ
れ

の
仕
事
だ

.
03
年

12
月

か
ら
は
内
容

の

一
部
を
加
盟

社

に
公
開
し
て
い
る
,

今

も
、
記
者

ク
ラ
ブ
か

ら
届

い
た
は
が

き

の

「
会
合

の
お
知

ら
せ

」
で

「キ

ル
シ

ュ
国
際

刑
事
裁

判
所

長

記
者
会
見
」
を

デ
ー
タ
と
し
て
人
力
し
た
と

こ
ろ
。

「
.暦
ナ
ビ
」
の
人
力
画
面

で
タ
イ
ト
ル
、

期

日
、
時

間
、

場

所

の
ほ
か
ジ
ャ
ン
ル
、

重
要

度

(加
「
す

る
際
、

こ
れ
ら
が
大

き

な
意

味
を
持

つ
)
な
ど
を
付

与
し
て
サ
ー

バ
ー

に
入
れ
る
。
さ

ら
に
校
閲
画
.面
を

開

い
て
チ

ェ
ッ
ク

。
校
閲
は

デ
ス
ク
役

の
次

長

の
仕
事

な

の
だ
が
、
現
在

は

い
な

い
た

め
、
私

の
役

目

に
な

っ
て
い
る
.

す

べ
て

の
素
デ
ー
タ
は

校
閲
を
経
な
け

れ
ば
本
デ

ー
タ
に
な
ら
な

い
仕
組

み
で
、

全

国
的
に

こ
う
し
た
作
業

を
す

る
こ
と

で
、
共
同

の

r
定
原
稿

の
素

材
が
で
き
る
わ
け
だ
。

■
内
外

の
支
社

局
あ
げ
て
予
定
発
掘

も
と
も
と

「
ニ
ュ
ー

ス
予
定

」
は
、
放

送
局
用
に
資

料

と

し
て
配
布

し

て

い
た
も

の
で
、
職
場

の
資

料
棚

に
は
昭
和

50
年
代

か
ら
の
分

が
残

っ
て

い
る
、
「
ニ
ュ
ー
ス
便

利
帳
」
「
N
E
W

S
カ
レ
ン
ダ
ー
」

な
ど
と

名
前
を
変
え
、

2
0
0
1
年

に
市

販
化

に

移
行
す
る
の
に

合
わ
せ

「
ニ
ュ
ー

ス
予
定
」

と
な
り
、
今
日

に
至

っ
て
い
る
.

作
業
は
9
月

上
旬
に
国
内
外

の
各
支
社

局
に

デ
ー
タ
入

力

の
要
請
を

す

る
と

こ
ろ

か
ら
始
ま

る
。

ス
タ
ッ
フ
6
人

が
そ

れ
ぞ

れ
2
カ
月
分
を

担

当
.

1
日

ー
ペ
ー
ジ

の

構
成
な

の
で
項

日

が
少
な

い
と

自

い
部
分

が
目
航

っ
て
し

ま
う
か
ら
、
そ

れ

ぞ
れ
が

ア
定

の
発
掘

に
努
め
る
、

デ
ー
タ
の
収

集

で
は
官
公
庁

に
も
協
力

を
依
頼
、
内
容

の
充
実
を
日
指

し

て

い
る

が
、
予
算

編
成

前

と
あ

っ
て
な

か
な

か
難

し

い
.

本

の
性
格
上

、

12
月

の
上
旬

に
は
書
店

に
並

ぶ
よ
う

に
し

な
け
れ
ば
な

ら
ず

、
実

質

の
作
業
期
間

は
約
2
ヵ
月
。
例
年

、
校

閲
な
ど

人
手
が
足
り

な

い
と

こ
ろ
は
O
B

に

ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
手
伝

っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

璽
更
新
情
報
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

こ

の
後
は
本
作
り

で
入
力

し
た

デ
ー
タ

を
基

本

に
し
て
、
手

直

し
、
追
加
の
作
業

が

ひ
た

す
ら
続
く
.”
共

同
が
配
信
し
た
全

記
事

、
新
聞
各
紙

の
毎

日

の
点
検
が
基
本

だ
。「

12
月

2
口
」
を
例

に
と

る
と
、
「
2
0

0
6
年

版
」
の
本

で
は
13
項

口
な

の
に
対

し
、

11
月
末
現
在
、
「暦

ナ
ビ
」
に
は
ス
ポ

ー
ツ
を

含
め
る
と

1
0
0
.項

目
以
ヒ
が
登

録

さ
れ
て
い
る
、.
「当

日
」
が
来
る
ま

で
.司

能

な

限
り
充
実
に
努

め

る
が
、

一
つ
の
区

切
り

に
な
る
の
が
毎

月

22
、
23
目
ご
ろ
に

配
信
す

る

「月
間
予
定

」
だ
.

一
般

の
予
定
以
外
に
も
「
美
術
・博
物
館
」

「展

示

・
見
本
市
」
な
ど
ジ

ャ
ン
ル
別

に
分

け

て

い
る
、
こ
の
電
文

は
、
加
盟
社
に
届

け
た
後
、
本
の
出
版

元

で
あ

る
株
式
会
社

共
同

の
専
用
の
サ
ー

バ
ー
に
人
る
。
購
入

者

に
は
、
こ
こ
に
無

料

で

ア
ク
セ
ス
す

る

こ
と

で
最
新

の
デ
ー

タ
を
確

認
し
て
も
ら

う
、
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
こ
の
本
の
「売
り

」

に
な

っ
て
い
る
。

こ
ば
や
し

・
ぜ
ん
た

1
9
7
1
年
入
社

運

動
部

整
理
部
な
ど
を
経
て
熊
本
支
局
長

ニ

ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
整
理
蔀
長

05
年
10
月
か
ら

予
{疋
セ
ン
タ
i
長

(6)
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新興国際 リゾー ト

豪州 マネーで地価 上昇

ヤマとマチの格差

レ宇治 橋 元春

qヒ海道新聞社・

 

「
く

っ
ち

ゃ
ん
」

ア
イ

ヌ
語
地
名

に
由

来

す

る
難
読
地
名

の
倶
知
安

町
が
、
9
月

博
H
の
都
道
府
県
地
価
公
表

以
来
、
注

目

を

集

め
て

い
る

「景
気

が

い
い
ん
だ
ね
」
。

全

国

か
ら
何
本
も
電

話
を
も

ら

っ
た
と

い

う

商
店
k

は
「
あ
れ
は

ヤ

マ
〔
ス
キ
ー
場

)

の
話

、

マ
チ

(商
店

街

)
は
が
け

っ
ふ
ち

だ
よ
」
と
苦
り
切
る

.

1
.平
方

メ
ー
ト
ル
当

た
り

「
1
万
6
0

0

0
円
」
と

「
2
.力
9

0
0
0
円
」。

町
内

2
カ
所

の
何

の
変
哲
も
な

い
地
価

だ

が
、
「前

年
比
」

と

い
う

物
差
し
を

あ

て
る
と
、
前
者

「
ひ
ら

ふ
地
区
」
は
ヒ
昇

巾…†
33
・
3
%
で
住
宅

地
全

国

一
、
後
者

「
駅

前

通
り

一
は
ド
落
率

15

・
9
%
で
商
業
地

ワ

ー

ス

ト

ー0

.

車

で

20

、分

も

離

れ

て

い

な

い

が

、

両

極

の

顔

を

見

せ

つ

け

る

ひ

ら

ふ

は

、

パ

ウ

ダ

ー

ス

ノ

ー

の

、
ニ

セ

コ
」

と

し

て

知

ら

れ

る

が

、

こ

こ

数

年

の
冬

は

ー
オ

ー

ジ

ー

村

一
に

14

年

前

に

ひ

ら

ふ

に

移

住

し

て

き

た

ロ

ス

・
フ

諾
、
ン

ド

レ

ー

さ

ん

【
42

}

が

、

1ー

コ

ミ

で

豪

州

-

倶

知

安

の

流

れ

を

つ

く

っ

た

.

「
ニ

セ

コ

の

雪

は

本

物

」
。

豪

州

に

戻

る

た

び

見

ず

期

ら

ず

の

ス

キ

ー

ヤ

ー

に

語

り

続

け

た

の

が

実

っ
た

.

国

交

省

の

観

光

カ

リ

ス

マ

に

も

選

ば

れ

た

ほ

ど

だ

、

さ

ら

に

加

速

さ

せ

た

の

が

、

2

0

0

ー

年

9

月

11

日

、

世

界

を

震

憾

さ

せ

た

米

国

同

時

多

発

テ

ロ

、
カ

ナ

ダ

の

リ

ゾ

ー

ト

地

・

ウ

で

ス

ラ

ー

を

目

指

し

て

い

た

豪

州

入

は

羊蹄山が雪を被 っても 今冬の完成を目指 して進む
=1ンドミニアム建設工事

一
転

、
安
全
な

ゲ

レ

ン
デ
を
求
め
て
ひ
ら

ふ

へ

.
4
0
0
人
前
後

だ

っ
た
人
り

こ
み

は
、

02
年

度
6

5
0
入

を
記
録
、

05
年
度

は

さ
ら

に
10
倍

以
h

の
7
7
0
0
人

八
,

冬

は

ー
.力
人
が

視
野

に
人
る
.

観
光

客
が
動

け
ば
企
業

が
動
く

豪
州

マ
ネ

ー
が
流
人

し
、
地
価

が
L
が
る
、

コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
プ

ー

ム
の
火

つ
け
役

【.北

海
道

ト

ラ

ソ
ク

ス

は
、
今
冬

完
成

の
5
階
建

て
36
.μ
も
含

め
大
小
21
の
物
件

を
販
売

r

が
け
始

め
た
03
年
ご
ろ
と

比

べ
る
と
、
地
価

は

3
倍

か
ら
場
所

に
よ

っ

て
は
5
、
6
倍

に
跳
ね

L
が

っ
た
が
、
サ

イ

モ

ン
・
ロ
ビ
ン

ソ

ン
社

長

〔46
〕
は

「欧

米

の
リ
ゾ
ー
ト
地

に
比

べ
る
と
、
ま
だ
割

安
」

と
強
気

。
別

の
豪

州
資
本
も
総
事
業

費

60
億
田
口
、
5

0
0
倍
…円
と

い
う
計
門画
一を
]

次

々
と
発
表

す

る
..

「
別
大
地
だ

な
」
。

ク

レ
ー

ン
が
林
立

す

る
ひ
ら
ふ
を
視
察

し
た
、
町
内
大
鋲

の
建

設
会
社

社
長
は

た
め
息
を

つ
く

公
共
事
業
削

減

で
厳

し

い
経
営
を
強

い

ら
れ
る
社
長

だ
が
、

目
前

の
光
量

は
か

つ
て

の
バ
プ

ル
と
霞

な
る
.

コ
ン
ド
ミ

ニ
ア

ム
第

一
号
を
手

が
け
た
倶
知
安

の

業
者

が
倒
産

し
た

こ
と
も
あ
り
、
地

.兀

業
者

は
遠
く

か
ら
様

.士
を
う
か
が
う
だ

け

だ
.、
札
幌

や
.陶
館

の
業
者
が
忙

し
く

動

き
回

っ
て

い
る
。

,小
動
産
業

者
も
同

じ
だ

、
大
型

ス
ー

パ
ー

の
シ

ャ

ッ
タ
ー
が
ド
り
た
ま
ま

の

.
駅
前
通
り
」
.
そ

の
近
く
で
宅
建

業

の
看

板
を
ヒ
げ

る
漿

者
は

「
倶
知
安

で
ず

っ
と

商
売
し

て

い
こ
う
と
思

っ
た
ら
、

ひ
ら

ふ

で

.
儲
け

は
で
き
な

い
」
と

い
う
.
地
価
が

あ
ま
り

に
高
値

で

門
投
機
の
世
界

.、
だ
れ

か
が
ジ

ョ
ー
カ
ー
を

ひ
く

一と
指
摘

す
る
.

急
激
な
国

際
化

に
果
然
と
し

て

い
た
行

政
も
、
景
観

や
排
賓
問
題
が
浮

L
し
、
重

い
腰
を
L
げ
ざ

る
を
得
な
く

な

っ
て

い
る
、

し
か
し
、
業
者

間

の
不
協
和
高

に
加
え
、

マ
チ
と
ヤ

マ
の
格
差
問
題
も
絡
む
だ
け

に
、

解
決
策
を
探

し
あ
ぐ
ね

て
い
る

ゲ

レ
ン

デ
は
安
全
祈

願
祭
を
終
え
、
間
も

な
く
銀

匿
界
が
、

そ
し

て
貞
夏

の
南
半
球

か
ら

ス

キ
ー
ヤ
ー
が
や

っ
て
く
る

の
だ

が
…
.、

う
じ
は
し

・
も
と
は
る

ー
9
7
5
年
入
社

釧
路

誇
小
牧
報
道
部

牛
活
部

編
集
本
部

な
ど
を
経
て
2
0
0
5
年
3
月
か
ら
倶
知
安
支

局
長

一 ロ メ モ 倶 知 安 町

人LIl5.784人 〔10月3111:1

μtイi～;姿女7,370巨 止・詐711ゴD

面 柱量26PFノ ゴキ ロ メ ー トル

大 半 が 豪 州 人 だ が 、 外 国 人 登 録 数 も/55

人 にLる 深 田 久弥 の 「1-1本百 名[il」 に も

取 りLげ ら れ て い る 羊蹄 山1:1898メ ー トル1

が マ チ の シ ン ポ ル 額 縁 の よ うに 、 窓 か ら

》」蹄[llが 見 え る よ う に 家 を 建 て る の が.町

民 の 知 恵 に な っ て い る.II本 一 の 清 流 ・尻

別 川 が マ チ の 中 央 を 流 れ 、 夏場 は ラ フ テ ィ

ン グ を 楽 し む 全 国 の 修 学 旅 行 生 で に ぎ わ

う 観 光 と と もに 農 裳 が 基 幹 産 業 で 、 蒸 し

て バ ター を の せ て 食 べ る ジ ャ ガ イ モ 「男 爵.

の 生 産 地 と して も 有 名 だ

1〆.1
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中
川

昭

[

自

民
党
政
調
会
長

▼
渦
中

の

.持

論
ψ
を
展
開

北
朝
鮮

の
核
実
験

強

行

で
口
本
も
核
武

装
を

目
指
す

の
で
は

な

い
か

ー

。
実
験
直
後

、

一
部

の
外
国

メ
デ
ィ
ア
は
、

日
本

が
明
日

に
で
も
憲

法
を
改
正
し

て
核

開
発

に
踏

み
切
る
可
能

性
が

あ

る
、
と

い
う

よ
う
な
非

現
実
的

な
報
道

を
し
た

.

中
川
政
調
会
長

が
日
本

の
核
保
有

の
是

非
を
議
論
す

る
必
要
性
を
繰
り
返

し
強
調

し

て

い
る
こ
と
も

あ
り
、
日
本

の
安

令
保

障
政
策

に
対
す

る
各

国

の
関
心

は
か

つ
て

な
く
高
ま

っ
て

い
る
.
そ
れ
だ

け

に

「
外

国

に
誤

っ
た

メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送

る

こ
と
に

な
り
、
与
党

の
政
策
責
任
者
と

し

て
は
極

め

て
不
適
切
だ

」
と
、
野
党
だ

け

で
な
く

与
党
内
か
ら
も

中
川
氏

へ
の
風
当

た
り
は

強

い
、

渦
中

の
人
と

な

っ
た
中

川
氏

は
会

見

で

も
、
核
武
装
し

た
北
朝
鮮

に
最
も
脅

威
を

受
け

る
の
は

日
本

で
あ
る
と

し

「
こ
の
時

期

に
議
論
し
な

い
の
で
あ

れ
ば
、

い

っ
た

い
い
つ
す
る

の
か
..
脅
威

が
高
ま

っ
て
い

る
か
ら

こ
そ
議
論

が
必
,要
」
と
持
論

を
展

削
旧
駆

譲

雛

熊
村
剛
幸
理賢
一

開

し
た
.

メ

デ
ィ
ア
の
論
調
は

中
川
氏
擁
護
と
批

判

に
分
か
れ
て
は

い
る
が
、
新
聞

や

雑

誌
、

テ
レ
ビ

で

は
核
保
有
論
議
が

花
盛
り

に
な

っ
て

い
る
。
そ

の
中

で

は
核
保
有
を
肯
定

す

る
声
は
皆
無

に

近

い
,
理
由
は

明
白

で
、
核
保
有
は
核
拡

散

防
庄
条
約

〔
N
P
T

〕
脱
退
、
そ
れ
に

伴

う
国
連
な
ど

の
対

日
経
済
制
裁
、
そ
し

て
日
米
同
盟

の
事
実
上

の
崩
壊
を
意
味
す

る
か
ら
だ
..

核
保
有

が
現
実
的
な

選
択
肢

に
な
り
得

る
と
す
れ
ば
、

米
国

が
孤
立
主
義
に
陥

っ

て

ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域

か

ら
撤
退
、
日
米

同

盟
が
機
能
し

な
く
な

る
な
ど
、
北
東

ア

ジ

ア
の
安
全
保
障
環
境

が
根
幹
か
ら
崩
れ

た

時
だ

ろ
う
.、
だ
が
、

少
な
く
と
も

予
見

し

う

る
将
来

に
お

い
て
そ

の
よ
う
な
状
況

が

訪
れ

る
と
は

と
て
も

思
え
な

い
。

中
川
氏
自
身

そ
ん
な

こ
と

は
百
も
承
知

だ

.、
そ

の
後
持
論
を

「封

印
」
し
た
が
、

議

論
を
巻
き
起

こ
し
た

い
と

い
う
狙

い
は

見
事

に
当
た

っ
た
の
で
は
な

い
か
..

共
同
通
信
論
説
委
員

安
川

壮

[

宮
家

邦
彦

立
命
館
大
学
客
員
教
授

▼
民
主
化
と
安

定

-

同
時
達
成
は
不

可
能

恒
例
の
研
究

会

「
中
東

ベ
ー
シ

ッ
ク
」

は
今
回
、
宮
家

邦
彦

・
立
命
館
大

学
客
員

教
授
を
迎
え

「
米
国

の
対

中
東

政
策
」
と

題
し

て
開
か

れ

た
.、
イ

ラ
ク
問

題
が
最
大

の
争
点
と
な

っ
た
米
中
間
選
挙

(
11
月

7

目
)
直
前

で
も

あ
り
、
時
期
、

テ
ー

マ
と

も

に
タ
イ
ム
リ

ー
な
研
究
会
と

な

っ
た
。

宮
家
氏

は
ま

ず
、
「
こ
れ

ま

で

の

『中

東

ベ
ー
シ

ッ
ク
」

で
は
、
他

の
専

門
家
と

.
緒

に
話
を

さ

せ

て
も
ら

っ
た
、

今

国
は

.
人

、
や

っ
と

独
演
会
が
開
け
る

よ
う

に

な

っ
た
」
と
座

を
な
ご
ま
せ
た
。

米
国

の
中
東

政
策

の
総
論
と

し

て
、
宮

家
氏
は
、
⑦

イ

ス
ラ

エ
ル
の
安
全

保
障

②

湾
岸
地
域
か

ら

の
市
場
価
格

で

の
原
油
確

保
1

の
一
一
つ
を

車
輪

の

ご
と
く
動
か

し

て
き
た

が
最
近
、
■
、を

重
視
し

た
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
が

崩

れ

た
、

ま

た

、

「
テ

ロ
と

の
戦

い
」

「中

東

の
民
セ
化
」

と

い

っ
た

新
た
な
輪
が
生
.ま
れ
、

混
沌
と
す

る
よ

う

に
な

っ
た
と
説
明

し

た
。

各
論
に
入
り

、
イ

ス

11

・
1

〔水

 

「
中
東

ベ
ー
シ

ッ
ク
.ロ

ア
メ
リ

カ

の
中

東

政

策

」

司
会

中
片

康
朗
委
貝

出
席

60
入

ラ
エ
ル
と

イ
ス
ラ
ム
教

シ
ー
ア
派
民
兵
組

織

ヒ
ズ
ボ

ラ
が
衝
突

し
た

レ
バ
ノ
ン
情
勢

に

つ

い
て
、
宮
家
氏
は

「徹
夜

マ
ー
ジ

ャ

ン
の
論

埋
」

で
説

明
,
「
勝

っ
て

い
る
者

は
早
く
終

わ

っ
て
帰

ろ
う

と
す

る
が
、
負

け

て
い
る
者

は
必
ず

『も
う
半

チ
ャ
ン
』

と

言

う

」
、

つ
ま
り
、

先

の
紛
争

で
政
治

的

に
勝
利

し
た

ヒ
ズ

ボ

ラ
よ
り
も

、
イ

ス

ラ

エ
ル
が

「も
う

.
勝
負

」
し
て
く

る
.明

能

性
が
高

い
と

い
う
分
析

だ
.

イ

ラ

ン
の
核
問
題
に
触

れ
た
後

、
イ

ラ

ク
情

勢

に

つ
い
て
宮

家

氏

は
、
「米

国
が

タ
イ

ム

・
テ
ー
ブ

ル
を
作

る
こ
と

は
抵
抗

勢

力
を

元
気
づ
け
る
.

3
分
割
す

れ
ば
さ

ら

に
不
安
定
化
す
る
.
米

軍
の
完
全
撤
退

は
内
戦

へ
の
道
」
と
、
ど

の
安
定
化
案
も

現
実
的

で
は
な

い
と
断
ユ日
。

最
後

に
、

「民

主

化
と
安

定

を
同
時
に
達
成

す
る
こ
と
は
不

可
能
。
米
国

は
民
主
化
を
あ
き

ら
め
る
時
…矧
に
来
て

い
る
」
と

厳
し
い
見
方
を

示
し
た
、.
外
交

官
と
し

て
中
東

、
米
国
双
方

で

勤
務
し
た
経
験

を
持

つ
同
氏
な

ら
で
は

の
充
実

し
た
研
究
会
だ

っ
た
.

毎
H
新

聞
外
信
部小

倉

孝
保

(8}



2006,12.10No.442

バ

ン

ギ

ム
ン

潜
基
文

次
期
国
連
事
務
総
長

▼
豊

富
な

経
験

背

景

に

自
信

も

第

8
代
国
連
事

務
総
.長
と

し
て
迎
え
る

こ
と

が
で
き
、

い
さ
さ

か

の
感
慨
を
覚

え

る
.

こ

の
2
月
、
当

ク
ラ
ブ

の
訪
韓
取
材

団
は
溜
外
交
通
商

相
と
会
見

し
た
.
ま

さ

に
そ

の
口
に
事
務

総
.長

へ
の
電
候
補
表

明

が
な

さ
れ
た
。
そ

の
際

「
ぜ
ひ
当
選
し

て

ア
ジ

ア
、
阯
界

の
た

め

に
ご
活
躍
を

一
と

激

励

し
た
こ
と
が
あ

っ
た

か
ら
だ
.、

穏

や
か
な
11
調
は

変

わ

ら
な

い
が
、
今

回
は
自
信

が
に
じ
み

出

て

い
た

.
国
連

へ

の
信
頼

回
復
、
紛
争

解

決

へ
の
調
停
、
各

機

関

の
.調
和
な
ど

の

公
約

を
挙
げ
な
が
ら

「事
務

総
長
の
任
期

中
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を

発
揮
し
て
、
人
間

の
尊

厳
性
、
世
界

の
平

和
と
安
定

の
た
め

責
任

を
果
た
し
て

い
く

」
と
抱
負
を
語
る
。

国

連
は
パ

ワ
ー
ポ

リ
テ

ィ

ッ
ク
ス
の
渦

巻
く

場

で
あ
る
.
と
く

に
唯

一
の
超
大
国

で
あ

る
米
国
と

の
調
整

は
難
し

い
。

こ
れ

に

つ
い
て
も

「
国
連
と

米
国
は
お
互

い
を

必
要

と
し

て
い
る
。

両
者

が
調
和
の
と

れ

n

・
6

〔q

〕
記

呂
会
見

司
会

若
宮

啓

・又

会
貝

通
訳

徐

明
珍

出
嘘

鍋
人

た
協
力
が
で
き

る
ー
関
係
を

つ
く

る

こ
と

へ
の
n
信
を
み

せ
た
、

根

っ
か
ら

の
外

交
{11
,
米
国
、

国
連

の

勤
務
も
長
く
、
難

し

い
届
面

で
僑
渡

し
役
、

調
停
役
を
務
め

て
き
た
、
白
信

に
は
経
験

の
裏
付
け
が
あ

る

の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
次

期

事
務
総
長

の
前

に
航

ち

は
だ
か
る
壁
は

厚

く
高

い
、

ア
ジ

ア
で
は

取 材団団長の 苔宮 会 員i朝1卜fl1.かFi]会 を把 当

北
朝
鮮

の
核

問

題
が

喫
緊
の
課
、題
だ

.
分

断
国
家

の
片

方

の
出

身
、
本

国
政
府

が
対

北
融
和
策
を

と

る
な

か
、
か

じ
取

り

は
難

し

い
、
「卜
数

年

間
、

北
朝
鮮

の
核

問

題
に

深
く
か

か
わ

っ
て
き

た
経
験
を
生

か

し
て

最
善
を

尽
く

す

」
と

い
う
.、
ま
ず
は

「
朝
鮮
半
島
特
使

」

を
任

命
す
る
,
白
身

の
北
朝
鮮
訪

問
に
も
意

欲

を
示
す
が
、
最

初

の
試
金
石
に
な

る
.、

六
力
国
協
議

と
緊
密
な
連
携

を
と

り

つ

つ
、
国
連

の
機

能
を
十
分
に
発
揮

し

、
朝

鮮
半
島
の
非
核

化
実
現

に
実
力

を
発

揮
し

て
ほ
し

い
.

35

年

ぶ
り

の
ア
ジ

ア
出

身

の

事

務
総
長

へ
の
期
待

は
大
き

い
。

東
京
新
聞
論

説
委
員

小
林

一
博

森
本
あ
ん
り

国
際
基
督
教
大
学
教
授

▼
不
寛
容

は

「揺

ら
ぎ
」

に
起
因

保
守

化
が

進

ん
だ
と
さ

れ
る
現
在

の

ア
メ
リ

カ
社

会

の

深

層

を
、
宗

教

か

ら
読

み

ほ
ぐ

す

こ
と

で
、

理
解

を
助

け

て
く

れ
た
研

究

会

だ

つ

た
、、「

ア

メ

リ

カ
と

宗
教

」
と

い
え
ば
、

メ

デ
ィ
ア
は
も

つ
ば

ら
、

強
硬
化

す
る
ブ

ッ
シ

ュ
政
権

へ

の
ネ

オ

コ
ン
な
ど

宗
教
保

守
派

の
影
響

に

焦
点

を
あ

て
て
き

た
..
だ

が
、
2
0
0
1

年

の
同
時

テ
ロ
後

の
ア
メ
リ
カ
が
自
由

の

拡
大

な
ど
価

値
観

の
押
し

付
け
に
走
り
、

国
内

で
も
安

全
保

障
最
優

先

の
立
場

か
ら

包
容

力
を
失

い
、
不
寛
容

に
な

っ
た
と
す

れ
ば
、

そ
れ
は
宗

教
心

の
強
さ
か
ら
で
は

な
く
、

む
し
ろ
揺

ら
ぎ

に
起
因
す
る
と
指

摘
す

る

森

本
教

授

の
説
明

に
は
、
「
目

か

ら

ウ

ロ

コ

一
の
感

が
あ

る
。

「
信

仰

に
確
信

の
あ

る
人

は
寛
容

の
度

11

・
お

.月

「
研

究
会

「
ア
メ

リ

カ

の
底

流

z

宗
教

史
か

ら
現
代
を
読
む

」

司
会

中
ヰ
良

則
会

員

出
席

餌
人

合

い
が
高

い
..
揺

ら
ぎ
が
生
じ

て

い
る
人

は
.小
寛
容

」
と

の
説
も
、
,大

量

の
移
民

が
持
ち
込
む
多
様

な
文
化

や
宗
教

を
前

に

狼

狽
し
、
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
:

の
危
機
」

を
感
じ

て

い
る

ア
メ
リ
カ
が
、
[

ら

の

コ

ア
に

つ
き
さ

さ
る
痛
み
を
感

じ
て

い
る
と

の
解
説

で
納
得

す
る
..
ア
メ
リ
カ
が
危
機

感

を
抱

い
て

い
る

の
は

テ
ロ
に
よ

る
外

か

ら

の
攻
撃
だ

け

で
は
な

い
の
だ
,

匿
界
の
紛
争

解
決

に
乗
ーー
込

ん

で

い
く

ア
メ
リ
カ
に

つ

い
て
は
、

い
か
に
宗
教
的

に
特
殊
な
国

か
と

い
う
視
点
を
提
.不
し
て

く
れ
た
.

一
般
的

に
高

い
宗
教
心
を
示
す

の
は
、

L

に
カ
ト
リ

ッ
ク
の
国
だ
が
、
米
国

で
は

プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
が
優
勢
だ
。

豊

か
に
な

れ
ば
、
宗
教

心
が
薄
れ

る
傾
向

に
あ

る
が

米
国
は
例
外

、
そ
れ
は
、
国
民
国
家

が
生

ま
れ
る
時
代

に
、
は
じ
め
か
ら
宗
教

的
、

神
学
的
な
理
念

に
よ

っ
て
、
建

て
ら
れ
た

歴
史

の
成
り

立
ち

に
か

か
わ

っ
て

い
る
。

研
究
会

は
米
中
間
選
挙

の
前
日

の
6
日

に
お
こ
な
わ
れ
た
。
保
守
派
に
主
導

さ
れ

て
き
た
共
和

党

の
敗
北
を
宗
教
的
観
点

か

ら
は
ど

の
よ
う

に
受

け
と

め

ら

れ

た

の

か
。
続
編

が
あ

る
な
ら
聞

い
て
み

た

い
。

読
売
新

聞
国
際
部
次
長

菱
沼

隆
雄

〔91
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ヒ

ュ
ー

・
リ

チ

ャ
ー
ド

ソ

ン

駐

日

E

U

大

使

▼
E
U
拡

大

の

ソ

フ
ト
パ

ワ

ー

来
年

-
月

1
目

の
ブ
ル
ガ
リ

ア
と

ル
ー

マ
ニ
ア
の
E

U
加
盟

に
よ

っ
て
加

盟
国
27

力
国
、
総
人

U
が

5
億
人
に
迫

る
欧
州
連

合

(
E
U
)

の
歴
史
的
な
第

5
次
拡
大

の

プ

ロ
セ
ス
が
完

了
す
る
、
欧
州
委

員
会

は

今
後

の
E
U
拡

大
政
策
に
関
す

る
戦
略
報

告
を

11
月
8

日

に
採
択
、
ト

ル

コ
や
、
残

る
西

バ
ル
カ

ン
諸
国
な
ど

の
加
盟

交
渉

の

進
捗
状
況
を
洗

い
な
お
し
、
新

た
な
拡
大

に
向
け
た
ガ
イ

ド

ラ
イ
ン
を
決

め
た
、

8
月
に
着

任

し
た
新
任

の
リ
チ

ャ
ー
ド

ソ

ン
駐

目

E

U

代

衣
部

大
使

は

会

見

で

「
新
た
な
拡

大

の

コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
.再
構

築
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
.平
和

と

民
主
、ヒ
義

、
繁
栄

、
法
治
体
制

の
整
備

、

自
由
と

い
う

E

U

の
戦
略
的
価
値
観
を
焦

存
す
る
こ
と

だ
」

と
こ
の

「
戦
略
文
書

」

の
意
義
を
強

調
し

た

.

総
務

や
政
策

調
整

の
主
要
ポ

ス
ト
を
歴

11

・
9

一木

 
記
名
へ
.ハ
見

-円
套

中
畦
良

則
会
貝

通
訳

友

田
貞
理

出
席

汐o
尺

任

,

E
U

の
統

合
政
策
を

長
く
推
進
し

て

き

た
だ

け

に
、
今
後

の
拡

大
は

「価
値

観

を
守

る
能
力
を

強
化
し
、

統
合
の
条
件

を

遵
守

、
新

た
な

負
担

に
耐

え
る
体
制

の
整

備

が
必
要

で
、
ま
た

E
U

の
市

民
に
対
す

る
情

報
提
供
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の

充
実

が
急
務
」

と
訴
え

る
、

欧

州
と

イ

ス
ラ
ム
世
界

の

。
か
け
橋

〃

と

し

て
の
役
割

が
期
待
さ

れ
て

い
る
候
補

国

ト

ル

コ
の
加

盟
交
渉

に

つ
い
て
大
使

は

「政

治

改
革

が
減

速
、

表

現

の
白
由

や
刑

法

3

0
1
条

〔
国
家
侮
辱

罪
〕
の
規
定

問

題
、
人
権

、文
民

統
制
な
ど

が
不
1,
分
で
、

改
善

が
必
要
」

と
し
な
が

ら
も

「
ト

ル
コ

は

N

A
T
O
加

盟
以
来
、

50
年
以
」
も
欧

州
と

イ

ス
ラ
ム
世
界
と

の
架

け
僑
.
E
U

域
内

に
は
2
r

万
以
ヒ

の
イ

ス
ラ
ム
教
徒

が

お
り
、
ト

ル

コ
が

フ

ェ
ア
な
改
革
を
進

め
、

人
権
、
法

治
、
民
主
と

い
う
E
U

の

価
値

観
を
共
有

し
て
加
盟

へ
の
プ

ロ
セ

ス

を
進

展
さ

せ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
.小
す
。

「
日
本

の
国
民

に
も
、
人
、
モ
ノ
、
資
本

の
移

動
が
臼
巾

に
な
る
E

U
拡
大

の
ソ
フ

ト

パ

ワ
ー
を
も

っ
と
知

っ
て
ほ
し

い
」
と

熱
く

訴
え
た
.

日
本
駐
在

は
1
9
8
8
年

以
来

、

二
度
目

、
旅

が
好

き

で
日
本

の
山

や
自

然
を
愛
し

、
山
爵

ス
キ

ー
を
こ
な
す

.

共

同
通
信
社

長
室

山
ロ

光

ク

ロ
ー
ド

・
マ
ン
デ

ィ
ル

国
際

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

関

(1
E
A

)
事
務

局
長

▼
原
子
力
利
用
促
進
で
効
率
性
の
向
上
を

原
汕
価
格

力
占
阿
d
ま
り

す

る
中
、
先

進

エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
国
か

ら
な
る
国
際

エ
ネ

ル
ギ
i

機
関

〔I
E

A
)
の
事
務

局

長

と

し

て
、
積
極
的

に

モ
不
ル
ギ

1

の
持
続
可
能

性

に

つ
い
て
メ

ッ
セ
ー

ジ

を

発
し
続
け
る
。
超

大
型

ハ
リ
ケ
ー

ン
「
カ

ト
リ
ー
ナ
」

の
発

生

を
き

っ
か
け

に
起

こ

っ
た
原
油
価
格

の
古
同
騰
局
.面
で
は
、

I
E

A
加
盟
国

の
備

蓄

放

出
を
主
導
し

て
価
格

の
抑
制
に

つ
な
げ

、
存
在
感
を
示
し

た
..

今
川
は
、
2

0
3
0
年
ま

で
の
世

界

の

エ
ネ
ル
ギ
i
需
要

を

予
測
し
た
2

0
0

6

年

版

、阯
界

エ
ネ

ル
ギ
i
見
通
し
L

を

テ

ー

マ
に
講
演

し
、

中

国
や
イ

ン
ド
な

ど
を

中

心
と
し
た
最

近

の
石
炭

の
需
要
増

を
要

凶

に
挙
げ
て
、

世

界

が
新
た
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
政
策
を
と
ら

ず

に

エ
ネ

ル
ギ
ー
.需

要

の

仲

び
を
放
揖
す

る
と
、
「
2
0

3

0
年

ま

H

・
P

一金

 

記
若
会

見

司

会

脇
祐

..、

委

員

通
訳

池

川
薫

出
席

72
人

で
に
化
.右
燃
料
を
中
心

に
世

界

で

(
1
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
)
需
要
は

50
%
伸

び
、
危
機

を
招

く

」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
.
そ

の

ヒ

で
、

「
エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
効
率

の
向

ト

が
と

く
に
電
.要
」
と
強

調
し
た

エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率

を
高

め
る
L
で
、

マ
ン
デ
ィ
ル
事
務
局
長

が
指
摘

し
た

の

が
原

子

力
発
電

の
利

用

促
進
だ
、
「
世

界

エ
ネ

ル
ギ
ー
見
通
し
」

で
初

め
て
原

子
力

に
1
章
を
割

い
た

こ
と

や
、
ガ

ス

発
電

よ

り
原
子
力
発
電

の
方

が
割
安
と

な

る

点

を
紹
介

し

つ

つ
、

「
エ
ネ

ル
ギ

ー

の
持
続

可
能
な
供
給

を
確
保
す
る
」

で
原

子
力

は
重
要
だ

」
と

し
て

い
る
.

ま
た
、

油

出

へ
の
投
資

が
-「
分
進
ま
な

い

た
め

に
原
油
価
格
が
高
止

ま
り
し

て
い
る

点

に
関

連

し
て
は
、
「
(産

油
国

に
 
外
国

か
ら

の
積
極
投
資
を
望
ま

な

い
資
源
ナ
シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

の
高
ま

り

が
出

て
き

て

い

る
」
と

述

べ
、
産
油
国
側

の
動
き
を
け
ん

制
し
た

。

[
直

面
す

る
問
題

を
説

明

す

る

の
は
簡

単
だ

が
、

解
決

は
容

易

で

は
な

い
」
.
ゆ

っ
く
り

か

み
し
め
る
語
り

[
は
、
本
腰
を

据
え

て

エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率

の
向
ヒ

に
取
り

組
む
必
要

性
を
強
く
印
象

づ
け
た
.

読

売
新

聞
経
済
部

西
沢

隆
之

1「10】
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ア

レ

ク

サ
ン
ド

ル

・
ロ
シ

ュ
コ

フ

駐

日

ロ
シ

ア
大

使

▼
お
別
れ
会
見
i
溝
の
大
き
さ
に
無
念
さ
も

そ

の
昔

、
ゴ
ル

バ
チ

ョ
フ
ソ
連
大

統
領
は

「
日
本
と

ソ
連
は
、

お
圧

い

を
そ
れ

ほ
ど
必
要

と
し

て

い
な

い
一

だ
か
ら
、

一
生
懸

命

に
努
力

し
な

い

と
関
係
は
疎
遠

に

な
る

」
と
語

っ
た
こ
と

が
あ

る
.

こ
の
 汀
葉
を
頭
に
お

い
て

の
発
言
だ

っ

た

の
か

ど
う

か
.
「
日
露

は

お

互

い
を
必

要
と
し

て

い
る
」
と
、
大
使

は
何
度
も
繰

り
、返
し
た
。

ま
も

な
く
、
「寒

い
冬

の

モ

ス
ク
ワ
へ

帰
任
す

る
」
.
だ

か
ら
、
事

実

上
、
最
後

の
お
別
れ
会
見
だ

っ
た
。

感

情
を
あ
ま
り

表

に
出
さ
ず
、

ク
ー
ル
な
発

.ゴ.口
で
知
ら
れ

る
大
使
だ

が
、
ど
こ
と

な
く
寂

し
さ
と
虚

無
感

が
伝
わ

っ
て
く
る
会
見

で
も
あ

っ
た
。

大
使
は

H
本
語
が
話

せ
ず

、
も
と
も
と

日
本
を
専

門
と
し
た
わ
け

で
も
な

い
.
そ

れ
だ
け

に
特
別

の
覚
悟

も
あ

っ
た

の
だ
ろ

う

。
赴
任

の
際

に

「今

ま

で
と

は
違

っ
た

角

度
か
ら
観
察
し
、
違

っ
た
意
見
を
ま
と

め
る
チ

ャ
ン
ス
だ
」
と
思

っ
た
と

い
う
。

目

・
13

月
}
昼
食

会

,円
会

熊
村
剛
唐

岬
肛

{呂
川
謙

.
委

貝

通

訳

占
岡

ゆ
き

出
席

隔
人

口
本
各
地
を

訪

問

し
、
14
本

の
印
象
は

大
き
く
変
わ

っ
た

、
日
本

の

「弱

点
」
も

見
た
.

そ
し

て
、
日
露
問

の
経
済

交
流
は

在

任
中

に
飛
躍
的

に
伸
び

た

.
「
未

来

に

つ
い
て
は
楽

観

的

な
見
通

し
を
持

っ
て
い
る

」
と
説

明
し
た

、.

だ
が

、

そ

の
あ
と
で
、

大
き
く

た

め
息

を

つ

い
た
,
コ
平
和

条

約

は
何

の
進

展
も
な
か

っ
た

…
…
私

は
不
満

足

だ
」
と
述
べ
た

、
確

か

に
、
領
上
交
渉

は
ほ
と

ん
ど
動
か

な
か

っ

た
.
小
泉
政
権

が
対
露
関
係
に
関

心
を
示

さ
ず
、
外
務
省

が
鈴
木
宗
男
議
員

の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
事

件

に
巻
き
込
ま
れ
た

こ
と
が

大

き

い
.
大
使

自

身
も
身
動
き
取

れ
な

か

っ
た
の
が
実
態

だ

ろ
う

、

「
日
露

の
歴
史

は

バ

ラ
よ
り
も

ト

ゲ
が

多

い
」
「歴

史

の
・記
憶

は
な
か
な

か
消

え

な

い
」
「
口
露
交

渉
と

い
う

の
は

両

国

の

外

交

官

に
と

っ

て
破

滅
的
な

状

況

に
あ

る
。
な
ぜ
な
ら

ば

双
方

の
世
論
が

問
題
解

決
を
支
持
し

て

い
な

い
か
ら
だ
」

繰
り
言

の
よ

う

な
発
言
が
続

い
た
,
結

局
、
大
使

の
総

括

は
、

日
露
の
溝

は
大
き

か

っ
た
、
と

い
う

無
念
さ
だ

っ
た

の
か
も

し
れ
な

い
.

毎
臼
新
聞
出

身

石
郷

岡

建

伊
吹

文
明

文
部
科
学
相

▼
伊

吹

流

理
念

-

正
念

場

は

こ
れ

か
ら

時

の
人

、
と

い

っ
て
よ

い
.、
こ

の
人
が

文
部
科

学

相

に
な
る
の
を
待

っ
て

い
た
よ

う
に
、
教
育

の
諸
問
題

や
矛
盾

が
露
呈
し
、

「
さ
あ
、

ど

う
す

る
」
と
答

え
と

決
断
を

迫

っ
た

よ
う
だ
.

も

と
も

と
文

教
族
と
は
遠
く

、
複
雑
な

制
度

や
法

規
に

予
備
知
識
な
ど

も
な
か

っ

た
だ
ろ
う

。
む

し
ろ
そ
れ
が
幸

い
し
た
か

も
し
れ

な

い
.一
履
修

不
足
問
題

で
は

、
官

僚
や
党

の
思
惑

に
は

さ
ま
れ

て
必
ず

し
も

意
図
す

る
通
り

の
結

果
で
は
な

か

っ
た
だ

ろ
う

が
、

止
面

か
ら

ス
ピ

ー

デ
ィ
ー

な
処

置
を

し
、

当
面

の
大
混
乱
は
避

け
た
、

ま

た
続

発
す

る

「
い
じ
め
自

殺
」
の
さ

な
か
、
文

科
省

に
届

い
た

「
自

殺
予
告
」

の
手

紙
を

、
真
偽
定
か

で
な

い
ま
ま
深
夜

に
緊
急

発

表
さ

せ
た
。
極
め

て
異
例
の
こ

と
で
あ

る
。

「文

部

省

が
全

力
を
挙

げ

て
対

応
す
る

姿
勢

を
示

す
こ

と
が
大
事
.

い
じ
め
の
実

態

調
査

で
子
ど
も
か

ら
訴
え

の
あ

っ
た
も

の
は
す

べ
て
包

み
隠
さ
ず
出
せ

、
と
.百
っ

n

・
聡

〔月
記

莫

見

司
会

乗

藷

言

出

岳

淑
入

て

い
る
文
科
省

が
そ

の
r
紙
を
握

っ
て

い

た
と

い
う
わ
け

に
は

い
か
な

い

.
い
ず

れ

に
せ
よ
非
難
を
受

け
る

の
は
私
,
私

が
決

断
し

て
公
表
し
た

」

こ
う
語

っ
た

が
、

こ
の
よ
う

な
率
直

さ

が

一
連

の
対
応

で
ま

ず
好
評
を
得
た

ゆ
え

ん
だ

ろ
う
,
「
学
校

の
実

情
を

隠

さ
ず

、

む
し

ろ
開
示
す

る
方

が

い

い
評
価
を
得

ら

れ
る

よ
う
に
し
た

い
」
と

い
う
考
え
方
も

実
現

で
き
れ
ば
成
果

は
大
き

い
、

た
だ
、
教
育

の

問
題
は
ど

ん
な
手

立

て
を
も

っ
て
し

て
も
即
効
性

は
望

め
ず
、
結
果

が
な

か
な
か
目

に
見
え

に
く

い
、
試
行
錯

誤

の
連
続

で
も
あ

る
,
旧
大
蔵
官
僚
を

出
自
と
し
、
経
済

政

策

に
通
じ
た
文
科
相

だ
が
、
合
理
性

や
数

値

だ
け

で
は
割
り
切

れ
ぬ
諸
問
題

に
ど
う

粘

り
腰

で
取
り
組

め
る
か
。
正
念
場

は

こ

れ
か
ら
だ
ろ
う
。

時
間
が
限
ら
れ
、

教
育
基
本
法
改

正

に

つ

い
て

「伊
吹
流

理
念
」

の
よ
う
な
も

の

を
じ

っ
く
り
聞
け

な
か

っ
た

の
は
残
念

だ

っ
た
.
次

の
機
会
を

期
待
し
た

い
。

毎

日
新
聞
論
説
委

貝

玉
木

研

二

〔11}



2006.て2.10No.442

嘉
田
由
紀
子

滋
賀
県
知
事

▼
次
回
は

「政
治
家
」
の
講
義
を
期
待

こ
の
仕
事

を

長
く
し

て

い
る

と
、

ゲ
ス
ト
が

会

見

で
何
を
話

す

か
は
大
体
想

像
が

つ
く

、
と

こ
ろ
が
嘉

田
由

紀
子
知
事

に
は
意
表
を

つ
か
れ
た
。

嘉

田
知
事
は
7
月

の
知
事
選

で

「も

っ

た

い
な

い
」
を
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

に
東

海
道
新
幹
線

の
栗
東
新

駅

の
建
設
凍
結

を

訴
え
、
現
職
を
撃
破

し
た
。
当
然
、
凍

結

問
題

で
ど

の
よ
う
な
見

解
を
示
す
か

、
興

味
津

々
で
待
ち
構
え

て
い
た
。

だ

が
、
嘉
田
知
事

は
新
駅
の
問
題
を

出

さ
ず

に
、

パ
ソ

コ
ン
と

パ

ワ
ー
ポ
イ

ン
ト

を
駆
使
す

る
と

い
う
新

鮮
な
手
法

で
、
ご

白
身

の
専
門
分
野

で
あ

る
環
境
社
会
学

か

ら
見
た
琵
琶
湖
と
地
域

社
会

の
か
か

わ
り

に

つ
い
て
話
し
た
。
会

見
と

い
う
よ
り

、

「
嘉

田
教
授

の
講
義

」
と

い
う
表
現

の
ほ

う
が
ぴ

っ
た
り
だ

こ
の
中

で
、
「
3

つ
の

『も

っ
た
な

い
=

{滋
賀

の
方
言

で
は

こ
う

言
う

二

と

し
て

一辻
税
金

の
無
駄
遣

い
②
自
然
破
壊
(爆
若
者

の
育

つ
力

の
阻
害

-
を

あ
げ
、

こ
れ

ら

の

11

・
15

【水

一
記
者
会
見

司
会

菅
沼

堅
吾
委
貝

出
席

81
人

再
生

が
知

事
選

出
馬

の
動

機
だ

っ
た
こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
..
持
続

可
能

な
循
環
型

社
会

構
築

の
重
要
性

も

強
調

し
た
。

中

身

は

濃

か

っ

た
.

現
場

で
育

っ
た

学
者

ら

し

い
r
寧
な

講
義

に
、

頭
に
や
や

白

い
も

の
が
目
立

つ

出
席
者

も
、
遠

い
昔

の
学

生
時

代
に
帰

っ

た
か
の
よ
う

に
聞
き
入

っ
て
い
た
ほ
ど
だ
、

し
か
し

で
あ

る
,

や
は
り

「
教
授
」
と

し

て
だ

け

で
は

何

か
物

足

り

な

い
、
「知

事

」
「
政

治
家

」

の
立
場

で
、
た

と
え
10

分

で
も
凍

結
問

題
に
対
す

る
見

解
を
.小
し

て
ほ
し
か

っ
た

と
感
じ

た

の
は
筆
者
だ
け

だ

っ
た
だ

ろ
う

か
.

む
ろ
ん
、
質

疑
応
答

で
は

こ
の
問
題
が

多
く
出

さ
れ
た

。
嘉
田
知

事

は

「今
年
度

末

ま
で

に
は
結

論
を
出

し
た

い
」
と
し
た

も
の
の
、
白
身

の
剛
確

な
考
え

は
、小
さ
な

か

っ
た
、
今
後

も
地
元

で

の
デ
リ
ケ
ー
ト

な
交
渉

が
続
く

だ
ろ
う

か
ら
、

仕
方

の
な

い
面
も

あ

る
が

…
,
次

回
は

ぜ
ひ

「政
治

家

・
嘉

田
由
紀

子
」
と

し

て

の
講
義
を
受

け
て
み
た

い
も

の
で
あ

る
.

産
経
新

聞

エ
フ
シ
ー

ジ
i
総

合
研
究
所

編
集
委

員

縣

忠
明

西
室

泰
三

東
京
証
券
取
引
所
社
長

▼
市

場
の
安

定

と

公

正
な

運
営

西
室
氏
は
当

ク

ラ
ブ
初
登
場
。
東
証

ト

ッ
プ
と
し
て
は

、
「
20
年
前

の
竹
内

(道
雄

)

理
事
長
以
来

の

こ
と

」
と
、会
見

の
冒
頭

、

自

ら
紹
介
し
た

.、

自
由
L
義
経

済

の
総
本
山
と
も
』
口う

べ

き

証
券
取
引
所

の
代

表
者
が
、
か
く
も

長

期

間
、

ク
ラ
ブ

と

.
無
縁
〃
だ

っ
た
と

は

い
さ
さ
か
驚

か

さ
れ

た
。

取
引
所
や
、

そ
れ

を
取
り
巻
く
環
境

が

穏

や
か
で
、
ク

ラ
ブ

側

の
興
味
を
引
く

問

題
も
少
な
か

っ
た

の
だ

ろ
う
か
。

こ

の
20
年
間

に
、

経
済
環
境
は
激
変

し

た
。
東
証
も
会

員

制

の
組
織
か
ら
株
式
会

社

に
改
組
し
、

卜
場

に
向
け
て
準
備
を
進

め
て

い
る
。
欧

米

の
取
引
所
と

の
国
際

的

な
市
場
間
競
争

も

激

し
く
、
提
携
、
合
併

な

ど
、
t
要
取

引
所

の
合
従
連
衡

の
動
き

も
表
面
化
し
て
い
る
。

西
室
氏
は
、

こ
う

し

た
動
き
を
分

か
り

や
す
く
解
説
し

な
が

ら
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

や

ロ
ン
ド

ン
の

証
取

と

の
提
携
協
議

の
状

況

に
も
触
れ
た

。

11

・
20

(月

“
昼
食
会

司
会

玉
知

夫
埋
事

小
孫
茂
委

員

出
席

膿
人

な
ぜ
今

、
上
場

が
必
.要
か
と

い
う
基
本

的

な
問

い
に
、
「
世
界
中

の
取

引
所

が
1

9
9
0
年

代
ま

で
は
会

員
制

だ

っ
た
が
、

会
員

の
証
券
会
社

が
恣
意

的
な
取
引
所
運

営
を
す

る
な
ど
弊
害
が
目
立

っ
て
き
た
.、

〔上
場

に
よ

る

)
株
主

の
多
様

化

で
緊
張

感

の
あ

る
経
営

に
な
る
は
ず
」
と
説
明
。

中
航

的

で
あ

る
べ
き
取
引
所
が
利
益
追

求

に
走

る

の
で
は
と

の
懸

念

に
は
、
「
新

し

い
持

ち
株
会
社

の
ド
に
、
東
証
と
自
主

規
制
法

人
を
分
け

る
」方
法

で
対
応
す
る
-

ま
た
、

上
場

に
向
け

て
取

引
所
と
し

て
、

買
収
防

衛
策
も
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
明

ら
か

に
し
た
。

い
ず

れ

に
し
ろ

「
最
大

の
目
的

は
市
場

の
安
定

、
信
頼
性

の
あ
る
公
正
な
運
営
」

だ
と
、

何
度
も
強
調
し
て

い
た
、

先
進

国

の
.証
券
取
引
所

の
間

で
の
国
際

競
争

の
激

し
さ
を
印
象
付

け

た
会
見
だ

っ
た

が
、
西

室
氏
は

「
20
年
も
山

て
こ

な

い
の
で
な
く
、
ご
要
望

が
あ
れ
ば
来
年
も
出

て
き

ま
す
」
と
結

ん
だ
。

時
事

総
合
研
究
所
代
表

取
締
役

稲
田

好
美

1121
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フ
 

ア
ン
ガ

ン

胡
鞍
鋼

清
華
大
学
公
共
管
理
学
院
教
授

▼
中
国
長

期
計

画

策

定

の
舞

台

裏

「
こ
れ
ま

で

の

5
力
年
計
画

は
、

経
済

成
長

一
辺
倒
だ

っ
た
が
、
今
度

の
計

画
は
、

ま

っ
た
く
新
し

い
発
想

で
策
定

し
た
」

胡
鞍
鋼
教
授

は
、

こ
う
述
べ
て
、

こ
と

し

ス
タ
ー
ト

し
た
中
国

の
第
11
次

5
力
年

計
画
が
、

13
億

の
国
民

の
生
活
向

上

に
重

き
を
隅
き
、
ま

た
、
白
国
だ
け
で
な
く
近

隣
諸
画
と

ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン

(圧
利
共

臓

)

の
関
係
を
築
く

こ
と
を

め
ざ
す
と

い
う
発

想
で
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
.

こ
の
中

で
、
胡
教
授

は
、
離

の
5
力
年

計
画
に

つ
い
て

「
経
済
を

レ
ベ
ル

ア

ッ
プ

で
き
た
」
と

評
価
し

つ
つ
も
、
都
市

と
農

村

の
格
差
拡
大

、
地
域
間

の
格
差
拡

大
、

そ
れ

に
自
然
破

壊
な
ど

の
問
題
点
を

生
じ

た

こ
と
を
率
直

に
認
め
た
。
そ
し

て
、
新

計
画
策
定

に
あ

た

っ
て
は
、
こ
う

し
た
多

く

の
反
省
点

や
、
新
型
肺
炎

(S
A
R
S

)、

各

地

で
発
生

し
て

い
る
騒
動
や
事
件

、
そ

れ
に
W
T
O
加

盟
後

の
対
外
絹
済

関
係

の

変
化
な
ど
を
教

訓

に
し
た

こ
と
を

明
ら
か

に
し
た
。

胡
鞍
鋼
教
授

は
、
郡
小
平
氏
が
か

つ
て

打
ち
出
し
た

三
段
階
発
展
構
想

(三
歩
走

設
想
)
に
な

ら

っ
て
、
今
後
2
0
5

0
年

ま

で
の
新
た

な
時
期

に

つ
い
て
も

、

三
段

り

ぞ

さ

側
婁

中
国
.
,.
翼

費

潅

言

震

菖

寧

罎

㍗

階

の
発

展
を

め
ざ
す
と

の
構
想
を
、小
し
、

新

5
力
年
計
画

が
第

ー

ス
テ

ッ
プ
.
来
年

の
党
大

会

で
は
そ
れ
以
降

の
第

2
ス
テ
ッ

プ

の
目
標
を
検

討
す
る
と

の
見
通
し
を
語

っ
た
.

ま

た
懸
案

の
農
業
問
題

に

つ
い
て
は
、

「
農

業

人

口
を
今

の
半

分

の
1
億

7
0
0

0
万
人
ま

で
減

ら
さ
な
く

て
は
、
農
民
は

豊
か

に
な
ら

な

い
一
と

の

大
胆
な
見
解

を
.小
す
と
と

も

こ
、

一
人

つ
f
政
策

の

結
果
、
今
後

迎
え

る
高
齢

化
社
会

へ
の

対
応

に
つ
い

て
は
、

【
足

先

に
対
策
を
迫

ら
れ
る

日
本

の
経
験
を
学

び

た

い
と

の
考

え
を
.小
し
た
。

胡
鞍

鋼
教
授

は
、
中
国
政
府

の
政
策
決

定

に
か

か
わ

る

主

要

な

ブ

レ

ー

ン
で
あ

り

、
普
段

は
知

り
え
な

い
、
計
画
策
定

の

舞
台
裏

が
、

ひ
し
ひ
し
と
伝

わ

っ
て
く
る

熱

の
こ
も

っ
た
研
究
会

と
な

っ
た
.

N
H

K
解
説

主
幹

加
藤

青
延

チ

ャ
ー
ル
ズ

・
レ
イ
ク

在
日
米
国
商

工
会
議
所
会

頭

▼
ソ

フ
ト
路
線

の

日
米

協
議

90
年
代

の
H
米
貿

易
摩
擦
が
激

し

い
こ

ろ
、
米
通
商
代

表

部

(U
S
T
R

)

の
日

本
部

長
と

し

て

交

渉

の
最
前

線

に

立

っ

た

.
11
本
政
府

に
と

っ
て
、
さ
ぞ

か
し
手

強

い
ダ

フ
ネ
ゴ

シ

エ
ー
タ
ー
だ

っ
た

の
だ

ろ
う
「

44
歳

の
い
ま

は
、
如
才
な
く
、
物

腰

が

や
わ
ら
か

い
、

有

能
な
経
営
者

の
顔

だ
。

流
暢

で
ゴ
寧
な

[口
本
語
が
そ
の
印
象

を

 

層
強
め
て

い
る

06
年
初
め
に
在

日
米
国

商
E
会
議
所

の
会

頭

に
就
任
し

て
ま

と

め

た
ビ

ジ
ネ

ス
自

書

に

つ
い
て
、
「
対

日
要

求

に
か

つ
て
の

よ
う

な
凄
み
は
あ
り

ま

せ

ん
ね

」
と
聞
か

れ

、
「
そ
う

い
う
時

代

で

は
あ
り
ま

せ
ん
」

と
答
え
た
。

演
壇
を
歩

き

回
り
な
が
ら
1
時

間
余

に

わ
た

っ
て
熱
心

に
説

い
た
日
米

の
諜

題
。

そ

の
結
論

は
「
自

由
貿

易
協
定

(F

T

A
)

や
経
済
連
携
協

定

(
E
P
A
)
に

よ

る
[

11

・
22

「水

}

記

者
会
兄

司
会

小
孫
茂
委
員

出

席

隙
人

米
経
済

統
合
を
め
ざ
す

べ
き

だ
」
だ

っ
た
、

ち

ょ
う
ど

A
P
E
C
首

脳
会
議

で
、
ブ

ッ

シ

ュ
大

統
領
が

ア
ジ

ア
太
.平
洋
F
T
A
を

提
案

し
た

タ
イ

ミ
ン
グ
だ

け

に
、
そ
の
意

義
を
考

え

さ
せ
ら
れ
た
「.

「最

近

、
口
米

に
は
激

し

い
経
済
摩
擦

が
な

く
な

っ
た

だ
か
ら

よ
か

っ
た
、

で

終
わ

っ
て
し
ま

っ
て

い
い
の
か
」
,
そ
う

=.口う

レ
イ

ク
氏

の
主
.張

に
は
説
得
力
も
あ

る
。
世
界

で
F
T
A
交

渉

が
次

々
と
始
ま

っ
て

い
る

の
に
、
「
日
米

同
盟

[
と
う
た

い
あ
げ

る
匪
界

1
、
2
位

の
経
済
大
国
が

F
T
A
交
渉
を
始
め
な
く

て

い
い
の
か
。

閣
僚
級

の
経
済
協
議
が
米

中

に
あ
り
、
日

中
で
も

設
置

が
決
ま

っ
た

の
に
、
な
ぜ
日

米
に
は
な

い
の
か

、

そ

ん
な
疑
問
を

抱

い
て

い
た
人
も
少
な
く

な

い
の
で
は
な

い
か
.

と
は

い
え
、
民
主
党

が
多
数

派
を
占

め

た
米
議
会

の
も
と
で
、
果
た

し
て
レ
イ
ク
氏

が
描
く

よ
う

な
ソ
フ
ト

路
線

の
日
米
協
議

に
な

る
の
か
ど
う
か
..か

つ
て
の
強
硬

な
米
国
政
府

の
交

渉
姿

勢

の
記
憶

が

鮮

明
と

あ

っ
て
、
ど

う

し

て
も
警
戒

心

を

抱

い
て
し
ま

う

が
、
中

長
期
的

に
は
避

け
ら
れ
な

い
課
題
だ
ろ
う
。

朝

H
新
聞
経
済
部
次

長
原

真
人

(13〕
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ド

ナ

ル
ド

・デ

・ガ

ニ
エ

世

界

H

l

V

陽

性

者

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
創

設
者

▼
陽
性

者

の
声
を

エ
イ
ズ

政
策

に
反
映

エ
イ
ズ

の
原
因
と
な

る
H
I
V

〔ヒ
ト

免

疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
〕
に
感
染

し

て
生
き

る
H
I
V

陽
性
者
は
年

々
、
増
加
し
て
お

り
、
国
連
推
定

で
は
3

9
5
0
万
人
に
達

し

て

い
る

、
そ
れ
は
、

H
I
V
感

染
が

い

ま
な
お
世
界
中

で
拡
大
し

て

い
る

こ
と
を

.小
す
と
同
時

に
、
治
療

や
ケ

ア
の
進
歩

に

よ
り
、
陽
性
者

が
長
く
生
き

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

の
反
映

で
も

あ
る

デ

・
ガ

ニ
エ
さ
ん
は

1
9
8

6
年

に

エ

イ
ズ
と
診
断

さ
れ
、
す

で
に
20
年

問
、

11

1
V
陽
性
者
と

し
て
生
き

て

い
る
.
89
年

に
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
で
開

か
れ
た
第
5
回

国
際

エ
イ
ズ
会
議

で
は
、

陽
性

者
と
し
て

初
め

て
組
織
委

に
参
加
し
、

閉
会

式
で
ス

ピ

ー
チ
を
行

っ
た
、
そ
れ

が
き

っ
か
け

で

翌
年
、
世

界
H
I
V
陽
性
者

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

(G

N
P

+
)
が
発
足

し

て
い
る
.

エ
イ
ズ

の

流
行

の
最
大

の
当
事
者
が

11

1
V
陽
性

者

で
あ
る
こ

と

は
、

い
ま

な
ら
当
然
と

さ
れ
て

い
る

H

・
器

一火

「
研
究
会

-U
ー
>

t.イ
ズ

」

的

司
会

宮

田

雄
委
員

通
訳

澄
田

美
都
r

出
席

25
人

が
、
当
時
は
国

際

会
議

で
陽
性
者

が
発
ン[

す

る
だ
け

で
も

大

変
な

こ
と
だ

っ
た
.、
デ
・

ガ

ニ
エ
さ
ん
は

陽

性
者

の
声
を

エ
イ
ズ
政

策

に
反
映
さ
せ

、

地
球
規
模
の

エ
イ
ズ
と

の
闘

い
を
推
進

し

て
き
た
功
労
者

の
1
人

で
あ
る
、.

94
年
に
横
浜

で
開

か
れ
た
第

10
回
国
際

エ
イ
ズ
会
議

で
有

力
な
共
催
者
と

し

て
会

議

の
成
功
を
支

え

る
な
ど
、
[
本

に
も
た

び
た
び
訪
れ

て

い
る
。
今
回
は
12
月
1
日

の
肚
界

エ
イ
ズ

・
デ
ー
に
東
京

で
開
か
れ

て

い
た
第

20
回

目
本

エ
イ
ズ
学
会

学
術
集

会

で
記
念
講
演

を

行

っ
た
。

「
日
本

の
陽
性

者

は
表

に
出

る

こ
と
を

望
ま
な

い
.,
偏

見

と
差
別
を
恐
れ

、
職
を

失
う
こ
と
を
恐

れ

て

い
る
、.
こ

の
よ
う
な

状
態
が
続
く
と

、
身
近
な
人
が
感

染
し

て

初
め

て
現
実
を

知

る

こ
と
に
な
る
」

日
本

の
現
状

に
も
詳
し

い
だ
け

に
、
評

価
は
厳
し

い
.

カ
ナ

ダ
と

フ
ラ

ン
ス
の
2

つ
の
国
籍
を
持

つ
デ

・
ガ

ニ
エ
さ

ん
は
感

染
を
知

っ
た
当

時

、

カ
ナ
ダ
放
送

の
プ

ロ

デ

ュ
ー
サ
ー
だ

っ
た
と
も
語

っ
た

、
誰
も

が
感
染
し
う

る

こ
と
、

メ
デ
ィ
ア
は
持
続

的

に
・取
り
組
む

必
要

が
あ
る
こ
と

を
伝
え

る

メ

ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ

っ
た
。

産
経
新
聞
編

集

長

宮
田

「
雄

本
間

正
明

政
府
税
調
会
長

▼
税

制

は

民

主

主
義

の
リ

ト

マ
ス
紙

2
0
0

7
年

度

の
税

制
改
正
答
申

の
提

出
を

2
日
後

に
控
え
た

記
者
会
見
。
本
間

氏

は
冒

頭

「
答

申
に

つ
い
て
の
質
疑
は
ご

遠
慮

い
た
だ
き

た

い
一
と
く
ぎ
を
刺
し
た

が
、
時

間
が
た

つ
に

つ
れ
、
法
人
税
率
引

き

下
げ

の
必
要

性
を
説

く

口
調

に
熱
が
こ

も

っ
て

い
っ
た

.

「成

長

重

視

」

の

安
倍
政
権

か
ら

税
調

会
長

の
指

名
を

受
け

た
本
聞

氏
は

、
欧
州

の
法
人
実

効
税

率
は

30

%

台
.

〔約

40

%

の
)
日
本
は
中

、
長

期
的

に
は
見
直

し
が

必
要
だ

」
と
強

調
,

た
だ
、
こ

の
H
は

[
企

業

が
栄

え
れ
ば

個
人
が
ど
う
な

っ
て
も

い

い
と

は
考

え

て

い
な

い
」
と
念
を
押
す
こ

と
も
忘

れ
な
か

っ
た

.

本
間

氏
は

11
月
7
日
に
政
府
税
調
会
長

に
就
任

し
た
ば

か
り
だ

が
、
す

で
に

,企

業
優
遇

」
と

の
批
判
も

浴
び

て

い
た
。
そ

れ
だ
け

に
会
見

で
は

「
企
業
が
継
続
的

に

成
長
す

る

こ
と

が
重
要

だ
、
景
気
が
良
く

な
れ
ば
労

働
分

配
率
は

ヒ
が

っ
て
い
く
」

ロ

・
29

一
水

智
・記

者

会

見

酎
会

小

孫

茂

委

員

h

岳

盛
人

な
ど
と
繰
り
返
し
強

調
し
た
。

説
得
力

の
あ

る
主

張
だ

っ
た
が
、
気

に

な
る
点

も
あ

っ
た
。

.
つ
は
減
税

を
含

む

成

長
戦
略

で
持
続
的

な
経
済
成
長
が

可
能

に
な
る
と
し

て
も

「
短
期
的
な
景
気

の
循

環

に
ど
う
対
処
す

る

の
か

一
と

の
疑

問

に

は
明

快

な
答

え

を

出

さ
な

か

っ
た

こ
と

だ

.
政
治
家
や
政
権

は
、
11
の
前

の
課
題

を

ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば

「そ

の
先

」
を

語

る
こ
と
が
難
し
く
な

る
.、

ま
た

「
名
日
経
済

成

長

率

が

3

%

に

な

れ

ば

、
家
計

に
好

影
響

が

波

及
す
る
と

い
う

具
体

的

な

デ

ー

タ

は

あ

る

か
」
と
の
質
問

に
対

し

「
(経
済
成
長
率

が

ヒ
が

れ
ば
労
働
分
配
率
も

ヒ

が
る
と

い
う

こ
と

に

)

確

信
は
持
て
な

い
」

な
ど
と
回
答
、
成

長

路
線

へ
の
信
頼

に
.不
安
感
を
残
し
た
、

「
税
制
は
民
主

主

義

の
リ
ト

マ
ス
試

験

紙

.
国
民
に
開
か

れ
た
税
調
を
[
指
す

」

と

の
昌.口葉

に
は

力
強

さ
を
感

じ
た

.
「
や

ら
せ

で
な

い
タ

ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

や

り

た

い
」
と

い
う
意

気
込
み
を
今

後
も

持

ち
続
け

て
ほ
し

い
、

東
泉
新
聞
経
済
部

池
井

戸

聰

〔14:1
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'リ レー エ ッセ ー'

OPECと の

出会い④

英
国

ロ
ン
ド
ン
を

足
場
に
1
9
7
8
年

春

か
ら
約
2
年
半

、

国
際
会
議

の
取
材

で

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
中

東

・
ア
フ
リ
カ
ま

で

駆
け
巡

っ
た
,
苫

労

し

た
の
が
石
油

危

機
最
中

の
O
P
E
C

(石

油
輸
出
国

機

構

}
取
材

で
、
中

で

も

ジ

ユ
ネ
ー
ブ
総

会

(79
年
〕
は
す

さ

ま

じ
か

っ
た
.

当
時
、
世

界
経

済
は

「
石
油
シ

ョ

ッ

ク
」
に
揺
さ
ぶ

ら
れ

て
い
た
..
79
年

6

月

28
、
29
日
に

予
定
さ
れ
た

ア
ジ

ア
で

初

の
L
要
先
進

国
首
脳
会
議

(束
京

サ

ミ

ッ
ト
〉
で
も

、
石
油
輸
入
抑
制
策

を

め
ぐ

る
消
費

大

国

の
結
束

が
問

わ

れ

た

。
ジ

ュ
ネ

ー

ブ
総
会

の
開
会

は
そ

の

2
日
前

の
26
0
,

つ
ま
り
サ
ミ

ッ
ト
は

O
P
E
C
の
値

L
げ
決
定
を
待

っ
て
協

議

開
始
、
と

い
う
手

は
ず
だ

っ
た

の
だ
。

と
こ
ろ
が
、

そ

の
O
P
E
C
総
会

が

も

め
に
も
め
た
。

朝
な
夕
な

に
会

議
か

ら
ふ
ら
り
と
出

て
来
る
各

石
油
相

た
ち

は

.。・二
=
島
。。〔
塁
。・
冒
ぴq
一
〃
〔審
議
継
続

中

〕
を
繰
り

返

す

ば

か
り
。
「
早
く

原

稿

を
」
と

い
う
東

京

デ
ス
ク
と
踊
る
O

P
E
C
総
会

の
板
ば
さ
み
の
中
で
、
朝

・

夕

刊
に
中
身

の
無

い
原
稿
を
3
度
4
度

と

つ
な

い
で

い
く
苦

痛
は
、
経
験
者

に
し

か
分

か

る
ま

い
、
「
日
本

の
新

聞

は
な
ぜ

ー
[
に
2
度
も

発
行

す
る

の
だ

!
」
と
、

天
に

八

つ
当

た

り
し
た

こ
と

も
,

〔世
界

を
見
渡

し

て
も

朝
夕
2
度

発
行
す

る
新
聞

社
は
皆

無
だ

ろ
う

)

そ
ん
な
次
第

で
、
総
会

は

つ
い
に
異
例

の
3
[
目

に
突

人

、時
差

の
関
係
も
あ
り
、

O
P
E
C

の
値

L
げ
と
サ

ミ

ッ
ト
の
輸
入

抑
制
策

が

ほ
ぼ
同
峙
決
定

と

い
う
緊
迫

の

展
開
と

な

っ
た

.
そ

の
中

で
[
米
欧

の
対

疏
を
さ
ば

い
た

東
京
サ
ミ

ッ
ト
議
.長
、
大

[
か
縮
め
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

そ
れ
か
ら
4

半
世
紀

、
原
油
価
格

は

当
時

の
2
倍
を

超
え

て
、
こ
の
夏

に
は

[
時

80
ド

ル
に

も
迫

っ
た
。

こ
の
新

た

な

石
油
危
機
を

ど
・'2
と
ら
え

る
か
ー
あ

る
大
予
商
社

の
幹
部

研
修
会

で
最
近
配

ら
れ
た

「社
外

秘

メ

モ
」
を
ヂ

に
入

れ

た

、.
そ
れ
に
よ

る
と

、
今
同
の
石
油

シ

ョ

ッ
ク
の
特
徴

は

、
塾
石
油
消
費

が
急

増

す
る
中
国
な

ど

、
供
給
側
で
な
く
消

費

側

に
原
因
か

塾
イ

ラ
ク
戦
争
な
ど
を

め
ぐ
る
米
欧

の
対

立

で
消
費

国
の
結
束

サ
ミ

ッ
ト
と

の

に
ら

み
合

い

▼
伊
藤

三
郎

平
首
相

の
労
苦

は
想
像
に
難
く

な

い
、

そ

の
翌

80
年

6
月
、
O
P

E
C
は
ア
ル

ジ

ェ

(
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
“
総
会

で
原
油
価

格
を

つ

い
に
30

ド
ル
台
ま

で
植

上
げ
、
直

後
に
大

平
首
相

が
急
逝
す
る
。

そ

の
10
日

後
、

ベ
ネ

チ

ア

・
サ
ミ

ッ
ト

に
大
.平
氏

の

遺
影
だ
け

が
参

加

し
た

の
は

異
様

な
光
景

だ

っ
た
。
オ
イ
ル
・

シ

ョ
ッ
ク

の
波
状

攻
撃

が
石
油
輸
入

大
国

を
率

い
る
大

平
氏

の
寿
命
を
何

に
ほ

こ
ろ
び
が
③
価

格
{局
騰

は
石

油

だ
け
で
な
く
資

源
全

般

に
、4
りこ
れ
ま

で
の
石
油
危

機
は

持

続
5
年
程
度

だ

っ
た

が
今

回
は
よ
り
長
期
化

、

つ

ま

り

「危
機

の
慢

性
化
」

の
兆
候
も

…

さ
す
が
口
本
経

済

の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、

と

納
得
さ
せ
ら

れ

る
内
容

で
あ

る
..

ど
う
や
ら

こ

の
先
O
P
E
C
の
動
向

は
、
国
際
情
勢

を

解
く
カ
ギ
と
し
て
ま

す

ま
す
重
要
と

な

ろ
う
..
後
進

の
記
者

諸

兄

に
は
綿
密

な

取
材
と
鋭

い
解

説
を

ー

な
ど
と
勝
手

な

思

い
を
巡
ら
し
て

い

る
と
、
O
P
E

C
と

の
遭
遇
に
と
ま
ど

い
続
け
た
当
時

の
血
が
ま
た
騒
ぐ
、

(福
由
門大
学
客
員
教
授
、一兀
朝
口
新
聞
記
覗百
)

11
こ
の
シ
リ
ー
ズ
終
わ
り

11

■
会
議
報

告

第

珊
回
企

画
委
員
会

〔11

・
8

C
ホ
ー
ル
}

新
委

員

の
長
谷
川
幸
洋
東

京
新
聞
論
説

委
員

と
中
島
宏
会
員

(共
同

出
身

)
を
委

員
長

が
紹
介
し
た
後
、
今
後

の
ゲ

ス
ト
候

補
な

ど
を
協
議
し
た
.

出
席

宇
治
委
員
長
、
石
井

、
山

田
、
橋

本
、

中

井

ρ康

〕、

脇
、

小

孫

、

春

名
、

長
谷

川
、
影

山
、
井

田
、

和

田
、
廣
瀬
、

.一.好

、
中
島
、
柴
田
の
各
委

員
.、

第
27
回
会
報
委
員
会

バー1

・
10

小
会
議
室
 

12
11
号

、

1
月
号

の
編
集

に

つ
い
て
協

議
し
た
.

出
席

住

田
委
員
長
、
仙

石
、
伊
藤

、
高

橋

の
各
委
員
.

第
欄
回
施
設
運
営
委
員
会

【11

・
15

小
会
議
室
】

9
、

10
月

の
ア
ラ
ス
カ
売

ヒ
と
貸
室
利

川
状

況
を
事
務
局
か
ら
報
告

し

た
。
年
末

年
始

の
営
業

・
閉
室
期

間

(年
末

は
12
月

29
H
午
後

3
時
ま

で
、
新
年

は

4
日

10
時

か
ら
.平
常
通
リ

オ
ー
プ

ン
)
を
決

め
た
.

出
席

金
平
委
員
長
、
上
滝

、
加

藤
、
梅

田
、
池
浦
、
中
村

の
各
委

員
。

第
矧
回
会
員
資
格
委
員
会

(11

・
17

大
会
議
室
)

12
月

1

目
付

の
会
員

入

退

会

を

審
議

し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
.、

出
席

高
畑

、
泉
、

.
一藤
部
、
今

田

の
各

委
員
.

1、15:1
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「
ク
ラ
ブ
賞
」
候
補
者

の
推
薦
を

取
材
、
報
道

、
評
論
活
動

な
ど
を
通
じ

て
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し

て
顕
著
な
業
績

を
あ
げ
、

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム

の
信
用
と
権

威
を
高
め

た
個
人
を

「
日
本

記
者

ク
ラ
ブ

賞
」
候
補
と

し

て
ご
推
薦
く

だ

さ

い
,
締

め
切
り
は

1
月
31
口

(水

)

で
す
.

「
選
考

基

準

」
は
左

記

の
通
り

で
す
。

・r
現

役
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個

人

に
与
え
ら

れ
る
賞

で
あ

る

(現
役
と

い
う
意
味
は
現

に
活
動
し

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
故
人
は

対
象
と
し

な

い
)

蟄

ス
ク

ー
プ
賞

で
は
な
く
、

特

に
最
近
数

年
間

の
業
績

が
顕
著

で
あ

る

こ
と
が
重
視

マ
イ

B

O
O
K

マ
イ

P
R

写
説

占

領

と
単

独
講

和

前
坂
俊
之

〔毎

日

新
聞
出
身
V

占
領

中

の
昭
和

24
年
か
ら

、
サ

ン
フ
ラ

ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
締
結

(
26
年
)
を
経

て
29
年

ま

で
計

6
年
間

の
政
治

、
国
際
状

況
、
経
済

、
社
会
な
ど

の
出

来
事
を
写
真

と
文
章

で
記
録
し
た
も

の
。

ち

ょ
う
ど
吉

田
茂
首
相

の
6
年
間

の
在

任
期

間
中
で
、

い
ま
問

題
と
な

っ
て
い
る
米

国

の
押
し
付

け
憲
法

、
朝
鮮
戦
争
、
再
軍
備

、
日
米
安

保
条
約

な
ど
吉

田
が
戦
後

日
本

の
フ
レ
ー

ム
を
決

め
る
重
大
な
決
断
を

し
た
わ
け
だ

が
、
そ

の
背
景
を
し

っ
か
り
解

説
し
た
。

ワ
ン

マ
ン
総
理

の
歴
史
的

評
価

を
下
す
通

信
簿

で
も

あ
る
。

(ビ
ジ
ネ

ス
社

1

7
8
5
円
)

さ

れ
る
。

③

そ

の
存
在

お
よ
び

業
績

が
、
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム
の
活
性

化
と

成
熟

に
イ
ン
パ

ク
ト

を

与
え
る
よ
う

な
個

人
を

顕
彰
す
る
。

会
員
お
よ
び

会
口貝
社

に
属
す
る
方

々
が

候

補
有
資
格
者

で
す

。
推
薦
者
は
所
定

の

用

紙

に
記
人

し
、
推

薦

理
由

(2
0

0
0

字

以
内
)
に
参

考
資

料
を
添
え
て
提
出
願

い
ま
す

、
推
薦

委
員

会

、
選
考
委
員
会

で

は

添
付
さ
れ
た

資
料

を
も
と

に
審
査
し
ま

す

。
詳
細
は
事

務
局

へ
お
問

い
合
わ
せ
く

だ

さ

い
。

締
切
は
明
年
1
月
末
で
す

モ
ン
ゴ
ル
の
テ
レ
ビ
事
情

外

務
省

の
招

き

で
来

日
し
た
オ
ノ

ン
内

閣
報

道
官
ら
5

人

が
事
務
局
を
訪
れ
懇
談

し

た

(
11

・
14

)
。

4

人
は

テ
レ
ビ

の
経

営
社

や
報
道
幹

部
。

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
で

は

ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ

(約

80
曲
)

で
、
公

共
放

送
も
民
放

も
視

聴
さ

れ
て
い
る
。
が
、

草

原

の
ゲ
ル
で

は

ア
ン
テ
ナ
が
立

っ
て

い

る

の
だ
ろ
う
。

民

放

は

こ
の
2
、
3
年

で

6
局
か
ら
10
局

へ
増

え
た
と
い
う
.

大

相
撲
は
人

気

番

組

の
ひ
と

つ
。
こ
と

し

の
6
月
、大
関

自
鵬

も
ク
ラ
ブ

へ
来
た
と

き
「
春

場
所

の
朝

青

龍

と

の
優
勝
決
定

戦

は
視
聴
率
93
%

だ

っ
た
」
と
語

っ
て
い
た
。

テ
レ
ビ

の
広

告

は
化
粧
品
と
住
宅

・
.不

動
産

が
両
横
綱

.

若
者

の
パ
ソ
コ
ン
で

の

視
聴

も
増
え
て

い
る
そ
う
だ
。

会 員 イ ン タ ビ ュー

守 屋 由 紀

国連難民高等弁務官事務所〔UNHCR)

上席連絡調整官 ・広報官

 

駐

目
事
務

所

で
の
勤
務
は

こ
と
し
で
10

年

に
な

る
。

10

月
か
ら
広
報
官

も
兼
務
、

「
U
N
H

C

R

は
現
在

l
1
6

力
国

2
6

2
ヵ
所

で
援

助

活
動
を
行

っ
て

い
る
,
現

場

の
生

の

情
報

を

で
き

る

だ

け
多

く
集

め
、
広
報

し
て

い
く
の
が
役
割

」
と

い
う
.

予
算

の
ほ
と

ん
ど
を
各
国

の
拠
出
金

に

依
存
し

て

い
る

の
で
、
世
論

の
支
持
の
と

り

つ
け
、

マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と

の
連
携
は
欠

か
せ
な

い
。
年
間

予
算
は

10
億

米
ド

ル
超
。

「そ

の
う

ち

の

1
割
強
を

日
本

は
負
担
し

て
き
た
が

、
こ

こ
数
年
は
、

O
D
A
予
算

削
減

の
影
響

で

減
額
さ
れ
、
負

担
率
も
落

ち

て
き

て

い
る

」
。

最
近
は
難

民

問
題
と

い
え

ば
、

ス
ー
ダ

ン
の
ダ

ル

7
i

ル
に
世
界

の
メ

デ
ィ
ア
の

関
心
が
集
中

し

て
い
る
.
緊
急

支
援
は
必

要
だ
が
、

ア
ジ

ア
の
忘
れ
ら

れ
て

い
る
難

民

に
も

目

を

向

け

て
も

ら

い
た

い
と

い

う
.
「
タ

イ
北

西

部

の
難

民

キ

ャ
ン
プ

に

は
20
年

以
上
前

に
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
逃
れ

た
少
数
民
族
が
約

14
万
人

い
る
。
そ

こ
で

生
ま
れ
育
ち
、

そ

こ
以
外

の
生
活
を
知

ら

な

い
子
ど
も
も
多

く

い
る
。
ネ
パ
ー

ル
に

は
ネ

パ
ー
ル
系

ブ
ー

タ

ン
難
民
が
10
万
人

ほ
ど
も

い
る
」
。

ブ
ー
タ

ン
の
難

民

に

つ
い
て
は
ま

っ
た

く
知
ら
な
か

っ
た

。
民
族
主
義
的
政
策
を

と

る
政
府
が
90
年

代
初

め
、
ネ
パ
ー

ル
系

ブ

ー
タ
ン
人
の
国

籍
を
奪

い
、
国
外

へ
追

放
し
た

の
が
発
端

の
よ
う
だ
。

何
か
明
る

い
話

題
は
、
と
水
を
向

け

る

と
、

こ
と
し
は
う

れ
し

い
ニ
ュ
ー

ス
が

一
.

つ
あ

っ
た
、
と
表

情
が
和
む
。

一
つ
は

ナ

ン
セ
ン
難
民
賞

(
!
9

5
4
年
創

設
)
を

日
本
人
と
し
て
初

め

て
札
幌

の
富
士

メ
ガ

ネ

の
金
井
昭
雄
会

長
が
受
賞
し
た

こ
と
。

金

井
さ
ん
と
同
社

の
社
員
は
20
年

以
ヒ

に

わ
た
り
、
10
万
人

を
超
え

る
難
民
に
視
力

検

査
を
行

い
、
眼

鏡
を
寄
付
し
て
き

た
。

も

う

一
つ
は
、
東
京

の
U
N
H
C

R
職

貝
を

主
人
公

に
し

た
、

『風

に
舞

い
あ

が

る
ビ

ニ
ー

ル
シ
ー
ト
』
(森
絵
都
著

)
が
直

木

賞
を
と

っ
た

こ
と
.
「的
確
な
取
材

で
血

の
通

っ
た
人
間
像

を
生

み
出
し
て
く

れ
た

と

思

う
。
白

分
た

ち

の
活
動
を
誇

り

に
思

え

る
よ
う
に
描

い
て
く
れ
た
」
.

こ

の
本

で
は
、
日
本

人
女
性
職

員
が

迷

い
な

が
ら
も

ア
フ
ガ
ン
行
き
を
決
心
す

る

と

こ
ろ
で
終
わ

っ
て

い
る

の
で
、
そ

の
後

を

続
編

に
ま
と
め

て
欲
し

い
、と
も
。
(石
川
)

(16)
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明年2月 中旬

ベ トナ ム、イン ドネシア へ

明
年

2
月
、
ク
ラ
ブ
取

材

団
を

ベ
ト
ナ

ム
、
イ

ン

ド
ネ

シ

ア

へ
派
遣
す
る
た

め
、

関
係
方
面
と
最
終

調

整

を

し

て
い
る
。
現
在

の

と

こ
ろ
、
2
月
中
旬

以
降
、

1
週

間
桿
度
で
日
程
を

つ

め

て

い
る
。

W

T
O
加
盟

で
活
気
づ

く

ハ
ノ
イ

で
は
チ

エ
ッ
ト

国
家

主
席
、
ズ

ン
首
相
な

ど
と

の
会
見
を
希
望
し

て

い
る
。
キ
ヤ

ノ
ン
の
現
地

工
場

ほ
か
国
営
工
場
も
見

た

い
と
考
え

て
い
る
。
ジ

ヤ
カ

ル
タ
で
は

ユ
ド

ヨ
ノ
大
統
領
は
じ
め

経

済
閣
僚
と

の
会
見

、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、

ス
ズ

キ
、
デ
ン
ソ
ー
な
ど
が
進
出
し

て

い

る

の
で
、

ア
セ
ン
ブ

リ
ー
、
部
品
工
場
を

視

察

で
き
れ
ば
と
思

っ
て

い
る
。

日
程

が
固
ま
り
次

第
、
新
聞
、
通
信
、

放

送
各
社

の
編
集

・
報
道
責
任
者
あ

て
に

通
知

し
、
参
加
者
を

募

る
こ
と
に
な

る
。

こ

の
企
画
は
地

方

紙
、
地
方

局
の
編
集

局

長
、
報
道
局
長

の
皆

さ
ん

の
希

望

で
始

め

た
も

の
で
、
こ
れ

が

6
回
目
。
例
年
、
地

方

か
ら
は
4
、
5
社

が
参
加
し
、
在
京
主
要

社

の
ベ
テ
ラ
ン
記

者

に
も
加
わ

っ
て
も

ら

い
、
15
～
20
人

で
団
を

結
成
し
て
い
る
。

効

率
よ
く
首

脳

に
会

え
、
現
地
経
済

の

状

況
を
的
確
に
知

る
こ
と
が
で
き
、
近

隣

諸
国
と

の
関
係

で
、
わ
が
国

の
政
治

、
経

済
を
考
え

る
よ

い
機
会

に
も

な

る
。

取
材

・
出
.張

費

が
厳
し

い
の
は
各
社
と

も
同
じ
だ

ろ
う

と
思
う
が
、
プ

ロ
の
優
秀

な
記
者

こ
そ

が
新
聞

・
放
送
界

の
本
領
で

あ
り
、
そ

の
育

成

が
責
任
だ
と
思
う

。
そ

の
強
化

に
よ

っ
て

こ
そ
他

の
メ
デ

ィ
ア
と

の
差
異
も
判
然

と
す

る
。

地
方
会

員
社

に
と

っ
て
は
、

中
軸
記
者

育
成
プ

ロ
グ
ラ

ム
み
た

い
な
要
素

も
あ
る

の
で
、
ぜ

ひ
期

待
さ
れ
る
逸
材

を
派
遣
さ

れ
る
よ
う

お
願

い
し
た

い
。

■

1
月

11

日

は

ク

ラ
ブ

へ
行

こ

う

新
年

の
会

員

懇
親
会
を
、

11
日

(木
)

午
後

-
時

か
ら

行
う
こ
と

に
し
た
。

こ
れ

ま
で
夕
刻

6
時

か
ら
行

っ
て
き

た
が
、
ふ

た

つ
の
理
由

か

ら
昼
に
変
え
た

。

ひ
と

つ

に
は
、
大
先
輩

た
ち

の

「
楽

し
み
な

の
だB経 の杉 田社長(左)か らクラブ賞への

寄付金をいただく(11・27)写 真=日 経

が
、

最
近
は
夜

の
会

合

は
ど
う
も
」
と

い

う
声

に
応
え
た
。
も

う

ひ
と

つ
は
、

こ
の

時

間
な
ら
、
夕

刊
を

終

え
た
各
社

の
人
た

ち

に
も
駆
け

つ
け

て
も

ら
え
る
だ

ろ
う
、

と

の
期
待
か
ら
。

新
聞
、
放
送

の
編
集

・
報
道
幹
部

や
現

役

記
者

の
足
が

遠

の
く

の
で
は
、
小
さ

な

事

務
局
が
多
少

奮
闘

し

て
も
空
回
り
。
在

京
各

社

の
社
長

さ
ん

た
ち

に
も
、
こ
の
日

ば
か
り
は

一
記

者

の
気

分

に
戻

っ
て
、
多

数

出
席
し
て

い
た
だ

き
た

い
。

■

創

刊

1

3

0

周

年

で

の
ご

寄

付

日
本
経
済
新

聞
の
杉

田
亮
毅
社
長
か
ら
、

創

刊

1
3
0
周

年

に
際

し
、

ク
ラ
ブ
賞

基

金

に
3
0
0
万

円
寄

付

し
て
い
た
だ

い
た
.

創

刊

1
2
0
周

年

の
と
き

に
2
0
0
万
円

寄
付

し
て
も
ら

っ
て

い
る

の
で
、
こ
れ
は

2
回

目
。
杉
田
社
長

は
、
副
社
長
時
代
に

ク

ラ
ブ
の
理
事

長
を

4
年

間
務
め
た
。

そ

の
と
き
ク

ラ
ブ

財
政
を

堅
固
な
も

の

に
す

る
た
め
に
も
、

い
ろ

い
ろ
ご
指
導

を

い
た

だ

い
て
い
る

の
で
、
安
直

に
こ
ん
な

こ
と

を
申
し
あ

げ

て
し
ま

っ
た
。
ク

ラ
ブ

賞
は

、
各
社
か

ら

の
寄
付

で
運
営
す
る

の

が
よ

い
の
で
、
高
額

で
な
く
て
も
結
構

で

す

の
で
、
1
4

0
周
年

の
と
き
も
、
と
。

「
ウ

ー

ン
、

で
も

岩
崎

君
、
そ

の
こ
ろ
は

新
聞

界
も
本
当

に
大

変

だ

ヨ
」。

(専

務

理
事

岩
崎
玄
道

)

ア
ン

ワ
ル
大

使

か
ら

の
お

わ

び

宮
中

晩
餐
で
は

リ

ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス

で
乾
杯
し
た

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の

ユ
ド

ヨ
ノ
大

統
領
。
ク

ラ
ブ
で
の
会

見
は

、
午
後
2
時

だ

っ
た
離

日
時
刻

が
正

午

に
早
ま

っ
た
た
め
、
中
止

に
な

っ
た
。
大
統
領

は
夫
人
と
と
も
に
国

賓
と

し

て

11

月

26

日
か
ら

29
日

ま

で
滞

日
。
離

日
直
前

の
ク
ラ
ブ
会
見
が
決
ま

っ

て

い
た

▼
26
日

(午
後

10
時
)

羽
田
到
着

の
前

々
口
に
、

ロ
シ

ア
へ
の
出
発

が
2
時

間
早
く
な

っ
た

の
で
会
見
は
難

し

い
と

い

う
連
絡
が
、
在
京

大
使
館
か
ら
あ

っ
た
。

外
務
省

、
先
遣
隊

と
の
打
ち
合

わ
せ
や
下

見
も
す
ま
せ
た
う

え
で
、
会
見

の
日
取
り

が
決
ま
り
、
閣
議

決
定
し
た
公
式

日
程

に

入

っ
た
も

の
な

の
で
、
事
務
局

は
外
務
省

に
会
見
を
な
ん
と
か
実
施
す
る
よ
う
要
請
。

渋
谷
儀
典
長
、
坂

場
外
務
報
道
官

は
じ
め

南
東

ア
ジ

ア
2
課

の
人
た
ち

が
週
末

に
か

け
懸
命
に
努
力

し

て
く
れ
た

▼
が
、
27
日

午
後
、

ア
ン

ワ
ル

・
イ
ン
ド

シ

ア
大
使
か

ら
文
書

で

「
大
変

申
し
わ
け

な

い
が
、
中

止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な

っ
た

」
と

い
う
主

旨

の
お
わ
び

が
届

い
た
。
会

員

の
み
な
さ

ん
に
も
予
測

で
き
な

い
事
情

の
た
め
、

こ

う
な

っ
た

こ
と

を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た

い
と

い
う

こ
と

だ

っ
た

▼
残
念

な
結
果
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
目
下
、
ク

ラ
ブ
取

材
団
が
同
国
を

訪
問
す
る
準

備
を
進
め
て

い
る
の
で
、

大
統
領
会
見
は
そ

の
と
き
ま

で
の
お
預
け
。

(玄

)
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新 しいOB会 員

クラブ施設で は会員に よる各種の会合 が行われ てい ま

す,企 業や大使館な どの賛助会員 も記者発表の場 として ク

ラブを利用 してい ます.、

■ ジ ェ ミナ イ ・モバ イル ・テ ク ノロ ジーズ社 記 者 発表

ジヱ ミナ イ社は携 帯 電話 向 け ソフ トウエ ア基 盤 の製 造

開 発 企 業,3Dバ ーチ ャ ル空 間 に お け る チ ャ ッ トや シ ョ

ッ ピ ン グ な ど を 可 能 に す る新 しい プ ラ ・ソ トフ ォー ム

eXpl♂ を発 表 した。 日 本で は ソ フ トバ ン クモ バ イ ルの

携帯 電 話 に採 用 されて い る.、〔11.6宴 会場}

照 会先:フ ォー カ ス ト ・コ ミュニ ケ ー シ ョンズ

能 宗 〔ノウ ソウ}Te1:035157-0033

■韓 国 「真実 ・和 解 の ため の歴 史委」 委 員長 記 者会 見

「真 実 ・和 解 の ため の過 去の 歴 史 整理 委 員 会」 の 宋 基

寅(ソ ン ・ギ イン1委 員長 が 、在 日韓 国 人 らに情報 提 供

を呼 びか けるた め に来 日 し、 会見 した。 同 委員 会は盧 武

銭 火統 領の提 唱 で昨 年12月 に 発足..殖 民 地 支配 下 での抗

日運動 や軍 事政 権 ドで の 人権 侵 害 な どの実態 を調査 し、

関係 者 の 名誉回 復 を 目指 す。(11.7宴 会場}

照 会先1韓 国 大使館 弘 報室Te1:03-5476-3283

■UNDP「 人 間開 発 報 告 書2006』 世 界 同 時 発表 事前

記 者会 見 日本 の 「豊 か さ」 は7位

国連 開 発計画 〔UNDP)が 毎 年発 行す る報;畳「井の う

ち 、 日本で の関心 が 高 い分野 につ いて 西本 昌=UNDP

開発 政 策局長 が解 説 した。教 育 、 健康 な ど もあ わせ て測

定 す る 「人 間開 発指 数 」 で 日本 は177力 国 ・地 域 中7位

だ った.前 年は11位 と初 め てベ ス ト10圏 外 に後退 したが 、

今年 は再 浮上.qL8大 会議室)

照 会先=UNI〕P東 京事 務所http=4www⊥mdp.or.lp..

■ 第1回 シンポ ジ ウム 「新政 権 に注文 す る'第2次 地

方分 権 改革」(分 権 型政 策 制度研 究 セ ンター ギ催)

「い ま 自治体 に何 が 問わ れ る のか 」 の テ ーマ で 増 川寛

也 岩チ、 石Ill嘉延 静 岡 、浅野 史郎 前宮 城 の 各県 知 事が 討

論 した。 その 後、 ⊥屋 止 忠 自民 衆院議 員 、逢 坂 誠二 民 主

衆院 議 員 〔前 ニ セ コ町 長)、 西尾 勝 東 京 市政 調 査 会理 事

長 らが 「これ が改 革諜 題 だ」 と題 してパ ネ ルデ ィスカ ッ

シ ョン した.,.同セ ン ター は 知事 と学識 経験 者 らでっ くる

政 策提 言組 織 、、q1.1110階 ホ ー ル1

照 会先:分 権型 政 策 制度 研究 セ ン ターhttPl//wwwl8.

〔》cn.ne.h)〆-rcd/

■ 第18回 「ア ジ ア ・太 平 洋 賞 」 表 彰 式 ・レセ プ シ ョ ン

〔毎 日新聞社 、 ア ジア調 査 会.i三催)

ア ジア太平 洋地域 の 政 治、経 済 、外 交 、文 化 な どに関

す る優 れ た著書 を まとめ た研究 者 らに贈 られ る賞.,.大賞

には 、軍事 政権.ドの ミャ ンマ ーの現 状 をルポ した 『ミャ

ンマ ー とい う瞬へ の旅」 の 女性 ジ ャー ナ リス ト、 エ マ ・

ラー キ ン さん 〔36歳 ・米 国籍 、バ ンコ ク在住)が 選 ばれ

た 、,〔ll.1610階 ホ ー ル)

照 会 先:ア ジア調 査会Te1;03-3211-1616

■ 中東調 査会 最近 の イ ラク情 勢

大野元 裕 上席 研究 員 が 「米 中間選 挙 後の イラ ク情 勢 」

の テ ーマで 講演 した .lll,20宴 会場/

照 会先=中 東調 査会htしP=〃www.meij.(,rjp〆

■東 京 プ ロ野球 記者OBク ラ ブ設立 総 会

新聞 ・通 信 各社 で プ ロ野 球取 材 を担 当 したOB記 者 た

ちが クラ ブ を設立 した.、親 睦 を深 め る とと もに、 日本 の

プ ロ野 球 界発展 の ため に、 セ ・パ 両 リー グや コ ミッ ショ

ナ ーへ の ア ドバ イ ス も行 って い く予定 、、設 立 メンバー は

17社85人 。 最 高齢 は95歳 の 日経OB金 子家 基 さん。ql,

24宴 会場)

■ 活 字文 化 シ ンポ ジ ウム 「言 葉 の力 と 日本 の未 来」

(文字 ・活 字 文化 推 進機構 設 立準 備 会走催)

北 村 正任 新聞 協 会 会長(毎 月杜 長}ら6人 が 読.書の楽

し さ、 文字 や活 字 に親 しむこ との 大切 さ を訴 え、 ア ピー

ル文 を採 択 した。(ll.2510階 ホ ー ル)

照 会先1同 推 進 機構 設 立準 備会Tell⑪3-5211-7282

■ 第1646回 放 送 人政 治懇 話会

テ レビ ・ラ ジオ 局の現 役 ・QBの 政 治記者 た ちの 勉強

会 、定例 会場 を クラブへ 移 して の第1回 記 念 と して 、 中

曽根康 弘 元 首相 を迎 え た.、〔IL30宴 会場}

〔18)
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バ ー 、 レ ス トラ ン 、 宴 会
.P糸つ電 葺舌 孝口食3503

・27231羊 食3503-2766

ス タ ン ダ ー ド ジ ャ ズ ・シ リ ー ズ

12月 は 「Over廿1eRainbow」

カ ク テ ル と ノ ン ・ア ル コ ー ル の2

櫨 類 を楽 しんで いた だ くシ リー ズ,今 月の カク

テ ルは ア ラス カオ リ ジナ ルの 「ミリオ ン ・ダラ
一 」 で す 、 ドラ イ ジ ン を ベ ー ス に ポ ー トワ イ ン、 パ イ ン

ジ ュ ー ス 、 レモ ン ジ ュ ー ス な ど で ア レ ン ジ し ま した.ノ

ン ・ア ル コ ー ル もお 試 し く だ さ い 。

ふ ぐ特 別 コー ス(5,880円}が お す す め

〔07年2月21..1ま で)

ふ ぐコー スを明 年2月 初旬 まで お 出 ししてい

ます。 ヒレ酒 もおた め しくだ さい,.(板 長=藁 科浩)

先 付2点 ふ ぐ うす造 り 蜘照 焼 ふ ぐ唐 揚 げ ふ ぐ鍋

と旬の野 菜 ふ ぐ雑炊 ア イス クリー ム

力 二 づ く し コ ー ス

(07年1月9H～3月2日 ま で}

タ ラ バ 、 ズ ワ イ 、 ワ タ リ と3種 類 の カ ニ を 使

っ た コ ー ス を提 供 し ま す 。 前 菜 一 品 は 和 風 の 災 り焼 き、

ス ー プ は 中 華 風 と 、 洋 風 以 外 の 調 理 もお た の しみ く だ さ

い 、、 グ ラ ス ワ イ ン と デ ザ ー トが つ い て4 .200円 で す,、

(シ 」Lフ1黒 須 修 ・・)

新 年 会 は個 室 で の 宴 会 プ ラ ン を ご利 用 く だ

さい(07年2月17日 まで}

新 年 会用 にお 予軽 な プ ラ ン(飲 み物 込 み で

4.500円 、部屋 代別)を 用 意 して い ます,1月 中 旬以 降 は、

まだ空 き室 があ ります ので 、早め にお 申 し込み くだ さい、.

10人 か らお受 け します 、、予約 ・問 い合 わせ は3503-2724

の 貸室担 当へ 、.

年 末年 始の 閉室 の お知 らせ

年末 の営 業 は下記 の 通 りです 。

● 和 食 レス トラ ン=12月29日(金)ラ ンチ まで

● 洋 食 レス トラ ンlL2月27日(水)ま で

● ラ ウ ンジ ・事務 局=12月29Ll〔 金}午 後3時 まで

*28、29日 は9階 レス トラ ンで 洋食 もお 出 し します 。

新 年 は4日(木)午 前10時 か ら平常 通 りオープ ン します。

クラブの電詣 ダイヤルイン

和 食 レス トラ ン 〔9階)

3503-2723

洋 食 レス トラ ン(10階)

3503-2766

貸 室 予約 、宴会 打 ち合 わせ

3503-2724

受 付

3503-2721

ク ラブ行事 へ の 申 し込 み

3503-2722

会 員 事 務

3503-2725

経 理

3503-2728

会 見 申 し込 み ア ド レ ス

kaikel1@jnpc.〔}r.jP

URLア ド レ ス

h亡tpl〃www.jnpc.or.jp

会報 委 員会

委員長=住 田良能

委 員=池 谷 忍 石 田昭彦 伊 藤.三郎 仙 石伸 也

高橋 利行 西 山善 夫 松 本侑 モ 子

連 緒=長 谷 川和 子 本庄 五 月

(電 話03-3503-2752FAXO3-3503-7271〕

● 新 年 懇 親 会 は1月11日(木)午 後1時 か ら ■

17ペ ー ジで もご案 内 してい る よ うに、新 年恒 例 の 会

艮懇 親 会 を、初 め てお 昼 に行 い ます。Q呂 会 員 も現役

もよ り出 席 しや す い時 間帯 に とい うこ とで、 これ まで

の 夕 方か ら午 後 に移 し ました,

席 上、「2006年 予想 ア ンケー ト」の結 果発 表が 行 われ 、

最高 得点 者 に表 彰状 と記念 品が 贈 られ ます.,来 年 の ア

ンケー トの投 票 も行 わ れ ます..ま た各社 に提 供 をお願

い して実 施す る福 引(空 くじな し)も お楽 しみい た だ

きます.,多 数 の 出席 をお 待 ち します,

新 しい会 員名 簿 を ご確認 くだ さい

11月1目 現 在で 作成 した 会員 名簿 をお 送 りし ました,、

誤 櫃 、変 更な どお 気づ きの点 があ りました ら、 事務 局へ

お 知 らせ くだ さい 、,

〈卦 報 〉

荘沢嘉 雄 会 員qi経 出 身、88歳}が101]30日 心 不 全の

た め,福 井 博孝 会貝{毎 日出 身、65歳)がll月9日 肝臓

癌 の ため、 西 貝福松 会員 〔新 聞協 会 出身 、69歳)が 同14

日肺 炎の ため 、才'1=林誠.一会 貝 〔NHK解 説委 員、58歳 】

が 同15Bに 死去 され ま した.,謹 ん で ご冥福 をお祈 りいた

します.、

〈 会 員 現 況 〉 法 人会 員146性 基本 会 員812人

{固人 会員L643人 言去人 ・i固人賛助 会員76祈:186人

特 別 綾助 会員76人 名誉 ・功 労 会員10人

言1』222宇士2727ノ ＼

HPhUp=//wwwjnpcρr.lp/

「会見 速記 録」:11月 の 新規 掲載

● 玉木 明 フ リー ラ ン ス 「人 間の ま な ざ しを もっ た

ニ ュー ス報道 一 〔06.8.25)● 金 容雲 ・日韓 文化 交 流

会議 韓 国側 座 長 「韓 日関係 の これ か ら」 〔06.9,8)●

羽生 善 治三 冠[将 棋 は 日本 文化 の 特異 性 を反 映 した

もの 」(06,1025)● ロ シュ コ フ駐 日 ロ シア大使 「北

東 ア ジァ情 勢 と日 ロ関係」 〔.G6.ll、13〕

今 後 の 行 事 予 定 〔12/1現 在}

12.13〔 水}15:00-16:30〔10隣 苛71r一ノレ}

研 究 会 一若 者 と教 育 」水 谷 修 氏 〔夜1111り先 生}

12.20〔 水 〕12100～i41〔 琳 〔10階 ホ ー ル)

羅 鍾 一 霧li日韓 国 大使 怪 食 会

研 究 会 「2007年 経 済 見 通 し 」

[.19〔 金}イ.Lス パ ー ・コー ル メ リ ル リ ンチ 日 本 証 券

チ ー フ エ コ ノ ミス ト

1.241水)加 藤 出 東 短 リサ ー チ ・チ ー フ エ コ ノ ミス

ト

1.29σDLfU口 英 男 日 本 銀 行 調 査 統 計 局 長

1.31t水1木 内 登 英 野 村 誕 券 金 融 経 済 研 究 所 シ ニ ア エ

コ ノ ミ ス ト

*時 間 ・会 場 は い ず れ も15:00～16:30〔10階 ホ ー ル)

行 事 案 内 専 用 電 話03-3503-3764

目時 の 変 更 な ど も 含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 らせ して い ま す 、

臼9)
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六
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木

ヒ

ル
ズ

人間 ・労働 の価値

1
月

23
日
、
六
本
木

ヒ

ル
ズ
の
住
人

・
堀

江
貴
文

容
疑
者

が
逮
捕
さ

れ
て
、
金

に
明
け

暮
れ

た
⑪6
年
は
幕
を
あ
け

た
..

金

だ
け
が
価
値

で
あ

る
か

の
よ
う

に
、
企

業
も

組
織
も
個

人
も
金
儲

け

に
い
そ
し

み
、

機
会

が
あ
れ
ば
金
を
く
す

ね
、
や
た
ら
金

が

話
題

を
集
め
た
1
年
だ

っ
た
、
と
ど
め
は
松

坂
投

手

の
お
値
段
、
60
億

円
だ
ろ
う

か

、

景
気
は
引
き
続
き
拡
大

し

て
お
り
、
11
月

の
月
例
経
済
報
告
で

「
い
ざ
な
ぎ
景
気

一
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え
た

の
だ
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う
、

た
だ
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費

に
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ら
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と
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い
る
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私
た
ち
普

通
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人
は
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い
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ぎ

超
え
と

い
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れ
て
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何

の
実
感
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な

い
,

実
感
が
あ

る
の
は
格

差

が
確
実

に
広
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っ

て
い
る
こ
と
だ
、.
橘
木

俊
詔
京
大
教
授

に
よ

れ
ば
、

現
代

の
富
裕
層
と

は
概
ね
年
収

1
億

円
以
上
を
指

し
、
経
営
者
と

医
者

で
過
半
と

い
う

.
方

、
フ
リ
ー

タ
ー

の
平
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は

お
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1
4
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問
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の
に
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年

の
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ル
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ン
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行

の
創

設
者

・
ム
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・
ユ
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ス
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た
.
氏
は
少
額
融
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通
じ
て
、
貧
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亮
服
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え
、
女
性

に
自

信
と
希
望
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え

た
.”
と

こ
ろ
を
得
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ば

、
金

は
人
間
を
価
値

あ

る
存
在

に
し
輝
か
せ

る

の
だ

.
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